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（午前１０時 開会） 

○渡辺慎吾委員長 ただいまから民生常

任委員会を開会します。 

 本日の委員会記録署名委員は、増永委員

を指名します。 

 それでは、先日に引き続き認定第４号の

審査を行います。 

 質疑に入ります。 

 増永委員。 

○増永和起委員 それでは、国保特別会計

に係る質問をさせていただきます。 

 まず最初に、２０１９年度の決算、収支

は黒字だと思うんですけれども、単年度の

収支がどうなっているのか教えてくださ

い。 

 それから２番、年度末の基金が幾らにな

るのか、前年度末と比較してどうか、それ

から予算審査に係る委員会のときは基金

から６，１００万円を取り崩して保険料の

引き下げに回すと言っておられましたけ

れども、それはどうなったんでしょうか。 

 ３番目に２０１９年度も保険料の値上

げがありました。一人当たり保険料で幾ら

になったか、決算での数字も教えていただ

きたいと思いますけれども、それから２０

１８年度との比較で幾ら値上げになった

のか。 

 また、所得ゼロ円６５歳以上単身世帯と、

所得１００万円４０歳代一人と子ども二

人の３人世帯、また所得２００万円４０歳

代夫婦と子ども二人の４人世帯、この三つ

のケースでも２０１９年度、２０１８年度

それぞれの保険料は幾らになったのか、ま

た値上げ額も教えてください。 

 ４点目です。２０１９年度大阪府から示

された一人当たり保険料は幾らだったの

か。それを引き下げるために、今回の２０

１９年度予算ではどのような考え方でど

れだけの金額をどこから導入したのか、教

えてください。 

 ５点目です。事業納付金は大阪府で納め

る分なんですけれども、大阪府がこれだけ

という金額を言ってきます。決算でもほぼ

ほぼ同じ額を出していると思うんですけ

れども、果たしてこの事業納付金、先ほど

言いました保険料にも直結するものだと

思うんですけれども、この金額が妥当だっ

たと、２０１９年度決算で出した後で思わ

れるのかどうか。大阪府の決算では、どう

いうふうになっているのか教えてくださ

い。 

 ６番目です。国保の運営方針というのが

ございます。大阪府の統一保険料をやって

いく上での運営方針ですけれども、この運

営方針の中で推計、医療費の伸びの推計で

すね、こういったものが示されて、その推

計に基づいて先ほど言った一人当たりの

保険料はこれだけであろうとか、医療の普

及はこれだけとかいうふうな数字が下り

てくるのはないかと思うんですけれども、

この推計が今回、素案というのが新たに運

営方針の見直しに当たって出てきました。

その中で大きく金額が変わっています。 

 以前の今ある運営方針ですね、この医療

費推計について、また新たに変わっていく

というふうなことについて、どのように考

えておられるのか、教えてください。 

 それから７番目です。今回、新型コロナ

ウイルス感染症に係る減免がありまして、

２０１９年度の２月、３月の分が遡って減

免が通った方にはお返しをするというふ

うなことになっていると思います。この新

型コロナウイルス感染症に係る減免の数

字、また大阪府の基準の減免が何件あった

のかという数字ですね。それと摂津市独自

減免、それぞれ何件あったのか答えていた
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だきたいと思います。 

 ８番目、お金がなくて医療が受けられな

い、こういう方がないようにと国民皆保険

制度の下支えである国民健康保険は、一部

負担金の免除というものがございます。医

療の窓口で一部負担を払わなくていいと

いうそういう制度、無料で医療が受けられ

るという制度ですね。この件数がどれだけ

あったのか教えてください。 

 ９番目です。滞納について、高い保険料

ですのでなかなか払えないという方がた

くさんいらっしゃいます。そういう方々に

対しての差し押えや換価、こういうことが

行われているのか、２０１８年度、２０１

９年度について教えてください。 

 １０番目です。来年度の事業費納付金、

標準保険料率が示されてくると思うんで

すけれども、この時期はいつ頃、スケジュ

ールはどんなふうになっているのかにつ

いて教えてください。 

 以上１０点です。お願いします。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは増永委員

の１０点に係るご質問に順次お答えして

いきます。 

 まず一つ目が、２０１９年度の収支のお

話でございました。これにつきましては、

差引額では１，７７３万２，４９６円とい

うことでございましたが、単年度収支でい

きますとマイナスの１，２３７万１１７円

となっております。 

 続きまして、基金残高のお話でございま

す。平成３１年度、最終的な基金残高は３

億８，５５５万７，４１０円でございます。

委員のご指摘のとおり、年度当初に関しま

しては６，１００万円を基金として繰り入

れの予定ではございましたが、府支出金等

の当初見込みを大幅に上回ったことに踏

まえて、これらの部分に関しては繰り入れ

なしの収支の均衡が図られたところでご

ざいます。 

 続きまして三つ目、２０１９年度の保険

料に関するお話でございます。まず決算ベ

ースで申し上げます。令和元年度に関しま

しては、一人当たり１０万３，６３７円で、

前年度ベースとの比較で申しますと５，９

４９円の一人当たりの増になっておりま

す。 

 幾つかモデルケースをお示しいただき

ました。一つ目、単身の世帯で、こちらで

持っている数字でちょっと言わせてもら

いますと、年金が月額１２万円程度で換算

しますと、平成３１年度は年額で２万２，

１８７円、平成３０年度が２万１，１１５

円で１，０７２円の増となっております。 

 二つ目のモデルケース、３人世帯で４０

歳一人で子二人、所得１００万円という形

で申し上げますと、平成３１年度、令和元

年度が１６万９，８２８円、平成３０年度

からは１万８３９円の増となっておりま

す。 

 三つ目のモデルケースが、４人世帯、４

０代がお二人、お子様がお二人、所得がこ

ちらで持っている数字で２００万円程度

としましたところ、平成３１年度が３９万

３，７６１円で、前年度より２万５，９５

０円の増となっているところでございま

す。 

続きまして質問番号４番、２０１９年度

の一人当たりの保険料に対する、繰り入れ

に関するご質問でございます。まず全体の

総額としましては、保険料抑制に対して１

億４，５５７万５，０００円を投入してお

ります。一人当たりに換算しますと、７，

８３０円の抑制額になっております。 

 続きまして質問番号５番、事業納付金に
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関するご質問でございます。事業納付金に

関しましては、府のほうで国の事業費納付

金ガイドラインに基づき、算定・推計され

たもので、精緻なものであるというふうに

府内市町村は認識しております。 

 その上で、府の決算のお話がございまし

た。現状のところ、府の決算審査のほうが

まだ出ていないというふうに聞き及んで

おります。前年度と違いまして聞いている

ところとしましては、平成３０年度は、府

のほうは国保の特別委員会を設けての決

算審査でございましたが、今年度は常任委

員会での決算審査をしているところで、現

在まだ認定のほうは下りていないと聞い

ております。 

 続きまして、質問番号６番、運営方針の

中における医療費推計のお話でございま

す。こちらにつきましては、都道府県の運

営方針策定要領の医療費推計の計算方法

に基づき、推計が出されております。まだ

詳しい説明は素案状態で聞いてはおりま

せんが、時点修正という形での推計がなさ

れ、前回の運営方針より今回の次期運営方

針素案のほうでは、医療費推計が委員のご

指摘のとおり下がっているというのが現

状でございます。 

 続きまして質問番号７番、減免に関する

ご質問でございます。令和元年度、２０１

９年度の減免で、まず共通減免でございま

す。共通減免が２５３件、市独自の減免が

４１件、それで今回新型コロナウイルス感

染症に係る減免の遡及適用で令和元年度

に関するものが２１７件となっておりま

す。平成３０年度は、共通減免が２３２件、

独自減免が６０件でございました。 

 続きまして質問番号８番、一部負担金減

免に関するご質問でございます。２０１９

年度、平成３１年度は、共通減免で４人、

独自減免で１３人の計１７人に対する減

免のほうを適用いたしました。平成３０年

度は、共通減免が９人、独自減免が１７人

の計２６人でございました。 

 続きまして質問番号９番、滞納処分に関

するご質問でございます。差し押えあるい

は換価等の実績についてでございます。令

和元年度、２０１９年度に関しましては、

差し押えが１３件、換価が３５件というふ

うになっております。また平成３０年度は、

差し押えが２１件、換価が５０件というこ

とになっております。 

 質問番号１０番、次年度、２０２０年度

の保険料の算定スケジュールに関してで

ございます。こちらにつきましては詳細は

示されておりませんが、例年どおりでいき

ますと、１１月中に仮算定が示され、１２

月の末に本算定の確定係数が示された後

に、年明け１月の上旬に本算定結果が示さ

れる予定で、ここから本市としてどのよう

な保険料にしていくかの検討がなされる

予定でございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 増永委員。 

○増永和起委員 質問番号１番、収支の問

題ですけれども、単年度は赤字の収支だと

いうお話でしたけれども、基金に積み上げ

をされておられるので、それを加味すれば

黒字のようなものかなというふうに思い

ます。基金に積み上げたほうが金額が大き

いなということが分かりました。 

 国保会計は、黒字を続けて基金がさらに

ふえるというふうな状態は、これは一体ど

ういう要因だと思われるか、２回目お伺い

をします。 

 それから質問番号２番ですね、同じく基

金についてですけれども、こうやって基金

がふえていくという状況になっていった
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として、この国保の基金は一体どういうこ

とに使えるのかということです。 

 また、今の段階と、大阪府は２０２４年

度統一化というふうに言っていますけれ

ども、大阪府はその統一化の後、この基金、

各市が持っている基金はどのように使え

るというふうに言っているのか、このこと

についても教えていただきたいと思いま

す。 

 質問番号３、保険料の問題ですね。各世

帯のケースごとに言っていただいてあり

がとうございます。ただ、今お話を聞いて

いると、もう全ての世帯で値上げがあった

ということが分かるわけです。高齢者も子

育て世帯もみんな値上げになっていった

んだということがよく分かりました。 

 この問題、本当に、私もご近所の子ども

を育てていらっしゃる方も国保に加入し

てはって、本当に高くて払えなくて、もう

大変だと。なかなか払えないので順繰り順

繰りに払っていっていて、子どもの児童手

当とかが入ってきたときに、たまっている

分をその児童手当で払っているとか、そう

いうお話も聞いている。本当に高いんです

よ。 

 所得２００万円でこの年は３９万３，７

６１円とおっしゃいました。もう４０万円

に近い額だったんですね。今年度はもう４

０万円超えましたけれどもね、所得の５分

の１が国保料で消えていくという、こうい

う事態が本当に、子育て世帯の生計、高齢

者の方もそうです、本当に苦しめていると

いうことについて、ぜひ考えていただきた

いというふうに思うんです。 

 それで質問番号４番なんですけれども、

摂津市は考えているんですとおっしゃる

と思うんですよ。大阪府から示された、先

ほど教えていただきましたけれども、これ

だけですよという激変緩和の後ですけれ

ども、この資料、前の説明でも伺いました。 

 大阪府の示している金額が一番上にあ

るわけですね。それよりも摂津市は、基金

やいろいろ投入して引き下げた金額に設

定しましたよというお話でしたね。 

 しかもこのときは、とても値上げ幅が大

きいということで、自然増の上に、本来だ

ったら大阪府が示している金額に、６年間

で追いつかないといけないわけですから、

差額分というのをプラスして値上げをす

るのが望ましい。 

 このときはあまりに値上げになるので、

差額分はちょっともう上げずに、自然増だ

けにいたしましたと。その分、摂津市が基

金を入れて一般会計からの、法定外の保険

料引き下げ分も入れて、頑張ります、そう

いうお話だったと思うんですよ。 

 ところが、蓋を開けてみたらどういうこ

とになっているかというと、先ほどのお話

でもありましたように、基金の繰り入れは

要りませんでしたということになってい

るわけですね。さらに基金に積み上げをし

ましたと。こういうことになっているわけ

ですよ。 

 いや、引き下げてくれるために努力して

くれはったのと違うの、という話ですわ。

もっと引き下げられたんじゃないですか。

どうしてそんなことになったのか、もっと

引き下げられたんじゃないのか、そのこと

についてお尋ねをいたします。 

 続きまして、事業納付金、適切な金額か

ということです。事業納付金そのものが本

当にそういうふうにちゃんと計算されて

よかったのかというのは、これは決算を開

けてみて初めて分かることだと思うんで

す。 

 今、摂津市でも予算の段階では、そうや
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って摂津市頑張りますと言っていただい

た、ところが蓋を開けてみると、え、摂津

市の頑張ったとこ全部なくなってるやん、

という話になってるわけですよ。あくまで

納付金の計算というのは推計で行ってい

るわけですよね。結果を出してみて、初め

てどうだったというのが分かるわけなの

に、大阪府はいまだに決算を出していない。

昨年はたしか、まだもっと早い時期にやっ

たと思うんですけれども、それより前に大

阪府の決算が出てきてましたよね。ご報告

いただいたと思うんです。 

 そういう大阪府の進め方というのにつ

いて、ぜひどういうふうに思っておられる

のか、お考えをお聞きしたいと思います。 

 それから、２０１８年度、摂津市の基金

の繰り入れをしなくて済んだのは、府から

の繰入金が思ったよりもいっぱい入って

きたからというお話をされていたと思う

んですよ。 

 それで２０１８年度も同じことを言い

はったんです。このときは、府から予想よ

りも２，０００万円多く入ったから、法定

外の繰り入れ、保険料引き下げるために入

れてたんだけれども、これを減らしました、

こういうお話を伺いました。 

 今年もまた、もっと大きい金額ですよね。

６，１００万円の基金を入れようと思って

てんけど入れなくて済んだんですよ、とい

う話ですよね。毎年こんなことが起きてい

くんだったら、保険料の算定ってどういう

計算をされているのか。先ほど、滞納の方

に差し押さえだとか換価だとかという話

もありましたけれども、これだけあって先

に決められて、払えなかったら滞納になる

んですよ。それが長引いたりいろいろする

と、今度は差し押さえをされるわけですね。

お金に替える換価もされる。もっと市民の

保険料というものを、しっかりと本当に払

えるぐらいの金額に、考えないといけない

んじゃないですか。 

 保険料をこれだけ徴収しました、摂津市

の基金をふやしました。そんなことでは市

民は納得できないんじゃないでしょうか

ね。そのことについても、お答えをいただ

きたいと思います。 

 摂津市だけが計算が違ったのか、それと

もほかのところも皆そんな感じなのか、み

んな保険料は高めに設定するけど、蓋開け

たらようさん入ってきました。これ大阪府

下全体そんな感じなのか、そこも分かれば

教えてください。 

 それから、国保の運営方針です。医療費

の推計、大体この医療費の推計で。保険料

とか医療府納付金とか、大阪府が出してい

かれると思うんですが、２０１９年の２月

ぐらいでしたかね、大阪府が初めて、２０

２４年度の統一化のときにどれぐらいの

保険料になるのかというのを試算しはり

ました。 

 それがこの右肩上がりのグラフになっ

ていて、１年ごとに１万円ずつ上がってい

くような、推計を出しはったわけです。 

 ところが今度、先ほど言っていました、

国保の運営方針の見直しの前に素案が出

されて、これでどうかというのを出しては

るんですけれども、その中の医療費推計と

いうのはこれとは全く違うもの、まだ１年

もたっていないのに、全く違う数字が出て

きているわけですよね。 

 医療費推計が２０２４年度で、前の推計

のほうは１兆円になるんですかね、７７億

円ということで書かれているのが、２０２

４年度新推計では７，８１５億円になって

います。こんなに違うんですね。 

 しかも２０１６年度の推計でいくと、２
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０１８年度は、８，７９６億円の推計を出

しているので、この新しいほうの推計でい

くと、反対に下がっていくんですね。医療

費が、上がるんじゃなくて、伸びるんじゃ

なくて、下がるというふうな推計を大阪府

が出しておられる。 

 それで一人当たりも上がるんですけれ

ども、その上がり幅も非常に前と比べると

違って小さいというふうに、そういう推計

を国保の運営方針素案のほうで出されて

おられる。この違いは、僅か１年もたたな

いうちに、一体何なんだろうかと思います。 

 市町村にこれだけが事業納付金ですよ

って言って配分をし、そのことについても、

信頼ができるのか、皆さん本当にそれだけ

かかるんやと思って、市町村でお金を繰り

入れたり、または市民の方に負担をふやし

たり、いろいろしながらそれを払おうとし

てくるわけですけれども、蓋を開けてみる

と黒字になっていくし、どうもおかしいと

いう気が私はしてならないんですけれど

も。 

 先ほど正しい推計だと思いますという

ふうに言われておりました。しかし、今回

推計も変わってきているというところで、

そのことについてぜひもう一度お考えを

お聞きしたいと思います。 

 それで見直しをされると思います、大阪

府の運営方針のスケジュールについても

教えてください。 

 質問番号７番です。次、新型コロナウイ

ルス感染症に係る減免、これは遡及分で２

１７件、２月、３月の分で、府基準が２５

３件、市独自の分は４１件ということです。

新型コロナウイルス感染症に係る減免制

度、これは本当に全額免除になるような場

合もあるということで、ぜひこれはしっか

りと知らせていただいたと思いますし、こ

れからもきちんと、対応していただきたい

というふうに思います。 

 今後も、新型コロナウイルス感染症の第

３波と言われていますので、引き続き国の

ほうではちゃんとこの制度をやってほし

いということを、市町村からも声を上げて

ほしいと思います。 

 それで府基準は２０１８年度と比べて

ちょっとふえていますが、市の分が下がっ

ているんですね。それで今年度はもっと下

がっていると思います。新型コロナウイル

ス感染症があったからというのもあるで

しょうが、市の独自減免というのは、前年

度から何ぼ下がったかじゃなくて、生活扶

助基準をもって、本当に低所得者の人が、

僅かしか下がってなくても低所得者の人

が使える、そういう制度なんです。 

 低所得者の人は僅かしか下がらなくて

も、それが本当にご飯を食い詰めなあかん

ぐらい大変になってくるわけですから、ぜ

ひ市の独自基準、しっかりと守って、それ

でお勧めもしてください。こういう制度が

ありますよと、周知もぜひしていただきた

いというふうに思います。 

 今回の決算では、この市の独自減免が下

がっているのではないかと思うんですね。

法定外の繰り入れの中で、それぞれ内訳が

あると思います。保険料条例減免、一部負

担金の減免とかいろいろあると思います

ので、２０１８年度はどういうふうになっ

ていたのか、今度の決算で２０１９年度は

法定外繰入の内訳はどうなっているのか、

それについても教えてください。 

 一部負担金の減免は大切な制度です。摂

津市は２０１９年度は１７人が活用され

たということです。これもしっかりとお知

らせをしていただきたいと思います。法定

外の繰り入れの中にこの分の財源も入っ
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ていると思いますので、二つ合わせて、内

訳を教えてください。よろしくお願いしま

す。 

 ９番です。滞納換価のお話です。先ほど

も言いましたように、本当に保険料が払え

ない、しんどい、こういう方々がやはりい

て、どうしても滞納になっていくというこ

とがあるわけです。 

 それでこれから先、もし統一化になれば、

保険料を摂津市が自分で決めることはで

きないんですよね。大阪府が決めた基準で

やりなさいと。本当はできるんですよ。国

保法では本当はできるんですけれどもね。 

 市町村にそういう権限はあるんですけ

れども、大阪府は全部統一だと縛りをかけ

ているので、それに逆らわなければそのま

まということになってしまいます。保険料

を決められない。減免も府下で統一になる

んですよね。減免も自分たちでこういう、

市民が困っているからこういう減免制度

をつくろうとか、こういうふうにやってい

こうとかができなくなります。 

 払えないような高い保険料では、滞納は

ふえる一方で、摂津市としてやることは、

残された収納率、改善するためには差し押

さえや換価、こういうことをどんどんやっ

ていかなあかんというふうになってきま

す。 

 今、摂津市はすごく抑制的にこの分を使

ってくださっていると思うんですけれど

も、本当に今の抑制的な形を守っていただ

きたい。ともかくお金を集めることだけに

目の色を変えるというようなやり方は、ぜ

ひやめてほしい。国保は社会保障です。市

民の命と健康を守るのが国保です。そこを

しっかりと守ってもらいたいと思います。

これは要望にしておきます。 

 １０番ですね、来年度の事業費の納付金、

標準保険料率を示されるというスケジュ

ールを教えていただきましたけれども、今

言ったいろんな問題があります。それで２

０１９年度の府の決算が、この前には出る

はずだと思いますので、この仮算定のとき

が一番大事ですよね。ここでしっかりと物

を言ってほしい。ここでそのままずるずる

といってしまうと、はいこれだけですよ、

というふうになってしまうわけです。 

 本当にこれでいいのか、正しいのか、推

計まで変えたじゃないかというような話

を、しっかりしていただきたいと思います。

１０番はそういう仮算定でしっかり言っ

ていただけるかということを確認したい

ので、お願いします。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、増永委員

の２回目のご質問にお答えします。 

 質問番号１、基金の積み上がる要因とい

う形でのご質問かと思います。基金に関し

ましては、委員のご指摘のとおり、平成３

１年度に関しては６，１００万円の当初予

算を組んでおりました。 

 まずもって、香川委員のご質問等にもお

答えしましたが、これらが入れられなかっ

たからといって保険料が抑制されなかっ

たわけではございません、その点は再度ご

答弁申し上げておきます。 

 その上で基金が積み上がる要因としま

しては、やはり繰り返しになりますが、府

支出金等が当初見込みよりもふえたこと

によって、結果的に基金あるいは一般の法

定外からの繰り入れが必要なくなったこ

とによる積み上げという形になります。 

 質問番号２番、基金の統一化以降の用途

等に関するご質問でございます。統一化ま

では保険料の抑制財源を基本としつつ活
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用しますが、以降に関しては、激変緩和期

間が終わりますと、保険料の抑制財源とし

ては使えないということもございます。そ

うなると考えられるのは、保険料の収納不

足に対する補てんあるいは保険事業の拡

充といった形になってくるかと思います。 

 質問番号４番、基金を使ってなぜもっと

保険料が引き下げれないかというご質問

であったかと思います。委員の資料等でお

示しのとおり、本市においても段階的に統

一化を目指して、保険料を上げていってい

る状況でございます。 

 その中で、ゴールが見えにくい点もござ

いますが、医療費の自然増及びこれまでの

抑制分は解消していくべきものとなって

おりますので、それらを考えますと、基金

を逆に入れてしまうと最終的なゴール地

点手前での階段が非常に大きくなってし

まいますので、段階的な抑制に努めている

ところでございます。 

 質問番号５番、府の決算に関するご質問

から、府の進め方、考え方で、どう考えて

いるかという点でございます。まず府の決

算に関しましては、本市のみならず、府内

市町村が大変注視しているところでござ

います。 

 理由としましては、府の決算次第では翌

年度あるいは翌々年度の国保事業、あるい

は保険料設定に影響がなされるからでご

ざいます。この点に関しては、府に対して

速やかに、迅速に決算をお示しいただきた

いと考えているところでございます。 

 もう１点に関しまして申し上げますと、

保険料の抑制財源に関して、本市も府も抑

制財源を投入しているわけではございま

すが、委員のご指摘のとおり、値上げが続

いているというところに関しましては、や

はり国からの公費拡充で頂いているお金

に関して、保険料本体の抑制に可能な限り

入れてほしいというのが、府内市町村の希

望でもございます。そういったところは、

今後も要望として上げてまいりたいと考

えております。 

 質問番号６番、医療費推計に関するご質

問の２回目でございます。委員が示されま

したものは、恐らく今年度の当初あたりに

示された傾向分析の資料かと思います。Ａ、

Ｂ、Ｃの３パターンで示されている資料で

ございますが、こちらに関しましては、推

計のＡが事業費納付金の算定ガイドライ

ンに基づく推計で、ＢとＣに関しては府の

付加条件をつけて示されたものかと思い

ます。 

 その一方で、運営方針の素案あるいは現

行運営方針に示されている医療費推計は、

都道府県の運営方針の策定要領に基づい

た推計となっており、委員のご指摘のとお

り別物という認識が正しいのかなと考え

ております。 

 いずれにしましても、来年度の医療費推

計に関しましては、このコロナ禍のことも

ございますので、難しいものではなかろう

かと考えております。 

 質問番号６番、運営方針のスケジュール

に関するご質問でございますが、運営方針

に関しましては、直近から申し上げますと

８月に広域化調整会議が２回開催されま

した。その後に、９月に府内市町村に素案

として示され、法定の意見聴取がなされた

ところでございます。１０月には大阪府民

の方へ、パブリックコメントの募集という

形で、パブリックコメントが開催されてお

ります。 

 その集約された意見等にもよるかと思

いますが、その後に必要に応じて一部修正

等があるかと思いますが、あった上で、１
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１月末に素案から案として、大阪府の運営

協議会に諮問されるものと思います。その

後、１２月に大阪府のほうで運営方針とし

て固まるというふうに認識しております。 

 ７番と８番に関するご質問で、合わせて

というご質問でございましたので、こちら

につきましては、決算書で申しますと２０

ページ、２１ページの上段一般会計繰入金

のところでご説明を申し上げます。 

 右側の備考欄に、保険料軽減分等繰入金

３４３万８，５５８円とあります。この内

訳が、委員のご質問のとおりになりますの

でお答えしますと、本市の独自の保険料減

免に要した額は１６９万３，１５６円、独

自の一部負担金減免に要した額が１７４

万５，４０２円という形になっております。 

 質問番号１０番で、仮算定結果に関する

ことで意見をというご質問でございます。

現在、国のほうから仮算定に使う仮係数が

示されておりますが、今回のコロナ禍の影

響を受けて、その中でも特に重要な部分で

ある、前期高齢者交付金に係る係数、ある

いは後期高齢者支援金に係る係数が、前年

度からの横滑りというふうに聞いており

ます。 

 となりますと、仮算定と言えども、言葉

尻は少し、申し訳ないですが、仮の仮算定

に近いような数字が出るのではなかろう

かと思っております。よって、本算定でも

一定変わる要素もございますので、そうい

ったことも踏まえて、仮算定結果の説明の

際には、必要なことについて意見を述べて

きてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 増永委員。 

○増永和起委員 それでは３回目の質問

をさせていただきます。 

 まず１番の収支のことですけれども、保

険料が下がらなかったわけではないとい

うのは、これは分かってるんですよ。そう

いう計算をして、本来はこのぐらいなのを

これぐらい下げますよって示していただ

いたわけですよね。 

 ところがそこから後に、新たにお金が入

ってくることによって、本当はもっと引き

下げられたのに、結果として、摂津市はそ

の保険料を引き下げるためにお金を入れ

なかったということになってるわけです。 

 これが今年初めてじゃなくて、去年も摂

津市が引き下げのために入れますという

お金が、入れずに済みましたって言って２，

０００万円ぐらい引き上げはったわけで

すよ。入れますって言ってくれてはって、

それで示された数字だから、大阪府が言っ

てるお金よりも低いのは分かってますよ。

でももっと下げられたんじゃないの、実は。 

 しかも前年度もそうだし、今年度はもっ

とその額が大きくなってきている。という

ことは、それは予測ができるんじゃないん

ですか、という話ですわ。全くできなくて、

たまたま摂津市だけが全くできないのか、

他市でもそういう傾向があるから、一番最

初の予算のときにもっと引き下げること

が考えられるのか。 

 そのことについて、ちゃんとお聞かせい

ただきたいと思います。決算ですから、答

えが出ているわけですよ。結局入れなかっ

たというのが。そこをお願いしますね。 

 それから、基金がこれからどんどん仮に

積み上がったとしても、いずれその基金は

ただ置いておくだけになるというのが分

かったと思います。今は保険料引き下げの

ために入れれます。でも２０２４年度を過

ぎると、そんなことはしたらあかんと大阪

府は言ってるわけですよね。 

 そうしたら摂津市の財政として、国保の
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基金を持っておくだけでほとんど何も使

えない。細かいことは使えるかもしれませ

んけれども、保険料引き下げには少なくと

も使えないわけです。 

 何か摂津市が、皆さんから保険料をもら

うことがなかなか困難なような事態が起

きてきて、そういうときにやっとその基金

の出番が出てくるというわけですよね。そ

ういうことになってほしくないですけど。 

 本当は国は、そういうときには大阪府が

基金を持ってますので、大変な事態が起き

たときにはこの基金を使ってくださいと

国は言っているわけですわ。もちろん、大

阪府はその返し方とかいろいろ注文つけ

てるからね、摂津市はそこを使いたくない

と思ってはるんだろうと思いますけれど

も、そういう何か一大事が起きない限りは、

この基金は役に立たないでずっと摂津市

の中に眠っているという基金になるわけ

です。 

 そういう基金をどんどんふやすのでは

なくて、もっともっと引き下げのために使

うべきなのではないでしょうか。今、最後

の階段が大きくなるとおっしゃいました

けれども、最後の階段がどこなのかという

のは見えないわけですよ。 

 今回、医療費推計も変わりました。そう

いう中で、これが見えないところを目指し

てどんどん値上げをしていくよりも、最後

にぐんと上がるんだったらそこはまた考

えたらいいじゃないですか。 

 じわじわ上がっていくのも、一気にどん

と上がるのも、しんどいのは同じですよ。

というよりも、何年もかけて、本当は今上

げなくてもいいお金を取られている、この

ほうがすごくしんどいと思います。 

 今、別に上げなくてもいいんですよ。以

前のように、ずっと値上げをせずに続けて

いても、それは大阪府は何も言いませんよ。

今年は新型コロナウイルス感染症もあり

ましたので、保険料を上げなかった市町村

もあります。下げたところもあります。そ

ういうことをしてもいいんです。大阪府も

それについては文句言わないって言って

ます。 

 ２０２４年度以降のことは言いますけ

ど、今は市町村がやってくれて構わないと

大阪府は言ってます。苦しい思いをしてい

るのに、今からどんどん上げていって、今

取らんでもいいお金を取るほうが、私は市

民にとっては損をさせているなというふ

うに思います。それで摂津市の基金がふえ

ていくわけですからね。それについてどう

思っているのか、お答えいただきたいと思

います。 

 それから、４番目ですね。大阪府が示し

た保険料についてですけれども、この後か

らお金が入ってくるという問題なんです

けれども、後からお金が入ってくるという

のは、聞いたところによれば、基盤安定化

繰入金が予想以上に入ってきたと。これは

法定軽減の方、７割軽減の方とかが多かっ

た、予想以上に多かったということなのか

なと思うんですけれども、そうだとしたら

摂津市が思ったよりも、市民の国保加入者

の所得が下がっているということですよ

ね。 

 そういう方々含めて、保険料の値上げを

したということになるんじゃないでしょ

うかね。その７割軽減の人がふえたことが、

基盤安定化繰入金がふえたということに

なるのか、それについてどう思うのかとい

うことについても教えていただきたいと

思います。 

 続きまして５番目です。事業納付金は適

切な金額かということをお聞きをしてい
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ます。先ほど、推計の分とそれから大阪府

が示したこの表ですね、これは別物という

ふうに考えたらいいとおっしゃったんで

すけれども、そこの意味が私は納得できな

いんです。 

 保険料を算定をしていくために、医療費

の伸びというのを考えるわけですね。これ

は、保険料が一体幾らになるかというのを

予測するシミュレーション、これは別々の

違う数字を持ってきてやるというんだっ

たら、何かそのシステムのやり方は違うか

もしれませんよ。でも本来は一つのもので

あるべきなんじゃないでしょうか。 

 もう一回そこのところを教えてくださ

い。別物というその意味が私には分からな

いです。 

 本質的なところは、医療費の推計から図

りだすものじゃないんでしょうか。ほかに

もいろいろな要素はここに書いてありま

す。でもやはり、一番大きく影響するのは、

医療費の伸びだと思うんです。教えてくだ

さい。 

 ６番、運営方針ですね。スケジュールも

教えていただきました。やはりもうここに

対して、市としても言っていただいたとは

思うんですけれども、今ほかの市町村から

も、激変緩和の期間、２０２４年度で、統

一化しますよって言っているんですよ。で

もそれをもっと延ばしてほしいという意

見を出している市町村もあるんです、この

コロナ禍の中で。 

 急いで、そこの統一化と言わなくても、

今のこの状態の中でもっと時間かけたら

いいじゃないかと、そうしたら摂津市が決

められる時間がもっと延びるわけです。 

 こんなに今、推計も変わってきたりとか、

思っていたのと違うお金がどんと入って

きたりとか、いろんなことが起こっている、

この状態の中で統一化にすぐすぐ持って

いくのではなくて、激変緩和の期間をもっ

と延ばしてほしいというふうなことを、大

阪府に対して言われる考えはないのか、教

えてください。 

 ６番、運営方針が終わりましたね。それ

から７番と８番、教えていただきました。

２０１８年と比べると、金額が下がってい

るんですね。もちろん減免も一部負担金制

度は本当に大事な制度なので、しっかりと

活用するようにしていただきたいと思い

ますので、周知のほうもぜひよろしくお願

いしたいと思います。７番、８番は要望と

しておきます。 

 １０番です。事業費納付金の話のスケジ

ュールを教えていただきました。それで仮

算定のときにしっかり物を言ってほしい

と、仮があるというようなお話もされてい

ましたけれども、本当にここではしっかり

物を言っていただきたい。大阪府から下り

てくる数字を、そのまま信用して、そのま

ま計算せなあかんというようなことでは

なくて、保険者としては都道府県も市町村

も対等なはずですもんね。 

 市民の状況を一番よく分かっているの

は市町村ですから、そこはしっかりと言っ

ていただきたいと思います。１０番は要望

にします。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは、増永委員

のご質問にお答えします。 

 質問番号１番と２番は合わせてという

ことでしたので、ご答弁申し上げます。基

金を使っての引き下げがもっとできたの

はないか、あるいはこのままでは、黒字が

ふえることによって基金が積み重なって

いくのはないかというご質問でございま
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す。 

 本市としましては、基本的には本当に大

阪府の運営方針に基づき、令和６年度の統

一化を目指した上で、段階的な保険料の適

正な設定、あるいは一般会計の法定外の繰

り入れの解消に努めているところでござ

います。 

 委員が、急に上がるのと段階的に上がる

のとでは市民としては変わりはないとい

うことではございますが、保険料の値上が

りの一方で、本市としましては、一人当た

りの医療費も大変上がっております。北摂

でも高い数字でございまして、こちらのほ

うは広域化の恩恵を一定受けているとこ

ろでもございます。 

 ただ、何よりも被保険者の負担が過度な

負担にならないよう、引き続き適正な保険

料の設定に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 続きまして質問番号４番、軽減のところ

の部分のお話でございます。委員のご指摘

のとおり、やはり７割軽減の方の人数で比

較すると、被保険者数は減ってはいますが、

割合としてふえているのは事実でござい

ます。 

 続きまして質問番号５番、医療費推計の

話を再度ということでございました。繰り

返す部分もございますがご了承ください。 

 まず委員のご指摘のＡ、Ｂ、Ｃの示され

ているものは、あくまでも仮の時点におけ

る仮の傾向分析としての資料として扱っ

てほしいというのが、府の見解でございま

す。 

 その一方で、素案に示されております医

療費推計に関しましては、都道府県の運営

方針策定要領に定められた、推計方法に基

づく推計ということで、ガイドラインと推

計方法が違うということにはなっており

ます。 

 ただ委員のご指摘のとおり、これらが整

合性を持たれるというのは当然のことで、

今後示される案、最終的に確定した運営方

針の医療費推計に基づいて、より適切な仮

算定あるいは本算定が行われることは、市

としても切に願っているところでござい

ます。 

 続きまして質問番号６番に関しまして、

激変緩和措置期間、６年間に関するご質問

でございます。これに関しましては、一部

の市町村で６年ではなく延長してはどう

かといった意見もあるというふうなお問

いでございました。 

 本市に関しましては、この素案を見る限

り、次期運営方針においてもこの６年間と

いう基本理念は継承されております。この

府の運営方針がそうであることに関しま

して、本市としてもそれを真摯に受け止め、

令和６年度の統一化を目指して、段階的に

進んでまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 増永委員。 

○増永和起委員 お答えいただきました。

１番と２番まとめてということです。２年

も連続で決めた金額よりも、もっと引き下

げられるのではないかというような状態

が起きているわけです。 

 本当にこれだけ摂津市が、市民の保険料

引き下げのために投入しようと思った金

額を入れていたら、結果的な話ですけれど

も、もっと引き下げられたという状況だっ

たと思うんですね。 

 後から入ってくるお金というのも、ある

程度の見通しは立つんじゃないでしょう

かね。よほど何か特別なことがあって、今

年はこうだったんだと言うんだったら分

かりますけれども、２年も連続で後から入
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ってくるお金が多かったからというのは、

ちょっと３年目はこういう言い訳は止め

ていただきたいなと思うんです。 

 しっかり引き下げてほしい。来年度は上

げないでください。保険料の値上がりは止

めてほしい。新型コロナウイルス感染症で

すから、本当に皆さんしんどくなっていま

す。保険料を引き下げる、これぐらいの気

持ちでぜひやっていただきたいと思いま

すので、要望としておきます。 

 それから５番ですね。７割軽減の人がふ

えたということをおっしゃっていただい

て、やはりそうだったんだなということで

すね。これは本当に、皆さんの所得が下が

っているということです。 

 それで７割軽減の方で、年金が少ないと

かそういう方々、所得がゼロという方々が

いらっしゃいますけれども、今回シルバー

人材センターなんかでその少ない年金を

カバーして働いておられるところが、その

新型コロナウイルス感染症の影響でシル

バー人材センターの仕事がなくなった。 

 でもこのシルバー人材センターの仕事

というのは雑収入だから、今回の国保の新

型コロナウイルス感染症に係る減免は使

えませんというようなお話だったんです

ね。本当にしんどくなっているんですよ、

皆さん。ぜひそこも考えて、しっかりと保

険料を引き上げないようにしてもらいた

いと思います。重ねて言いますけれども、

これも要望としておきます。 

 それから、最終的には整合性が図られな

いといけない推計と、それからこの傾向と

言ってはりましたね、この一体幾らぐらい

になるのかという金額とね、そういうふう

に言っていただいたので、ぜひこの傾向の

ほうが、これは傾向分析だから、そんなに

定かな数字じゃないんだとおっしゃるん

でしたら、新たな医療費の推計が、新しい

ものが出てきているわけですから、それに

基づいた傾向分析、これ大阪府にぜひ求め

て、出させてください。これは要望として

おきます。 

６番は、激変緩和を延ばしてほしいとい

うことを言ったんですけれども、それは言

いませんというようなお話でした。しかし

まだ、２０２４年度までには先があります

から、今の状態、もう何もかも見えないよ

うな状況になっていると思うんですよね。 

 今までだったら摂津市が自分のところ

で医療費を考えて、いろいろ保険料も考え

て、繰り入れどうしようかとかいろんなこ

とを考えながらやっていただいた、市民の

皆さんの状況を見ながら、６年間ぐらいず

っと保険料値上げしなかったときもあっ

た。そういうときもあったんですよ。でも

もうできなくなっていくんですよ。 

 本当にそういうことについては、しっか

りと考えて、大阪府はもうやっていますか

ら、私たちは従うだけですというふうなこ

とにならないように、ぜひお願いしたいと

思います。これも要望として、これで最後

ですね。 

 ありがとうございました。私の質問を終

わります。 

○渡辺慎吾委員長 ほかに質問ございま

すか。 

 水谷委員。 

○水谷毅委員 それでは、２点質問させて

いただきます。 

 まず１点目、マイナンバーカードと健康

保険証の件です。決算書の２２ページに、

社会保障・税番号制度システム整備補助金

というのがございますけれども、これは当

初予算時には計上のなかった科目である

のではないかと思いますが、どのような内
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容なのか、お伺いをいたします。 

 続いて２点目で。ＲＰＡの件です。決算

概要の２１２ページに、人件費事業があり

ますけれども、事務の効率化の観点でＲＰ

Ａを導入していたと思います。現在までど

のような効果があったのか、お尋ねをいた

します。 

 １回目、以上です。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは水谷委員

の１回目のご質問にご答弁申し上げます。 

 質問番号１、決算書で申しますと２２ペ

ージ、２３ページの社会保障・税番号制度

システム整備補助金に関するご質問でご

ざいます。 

 こちらに関しましては委員のご指摘の

とおり、当初予算にはなかった科目でござ

います。内容としましては、この補助金は

情報提供ネットワークシステムを活用し

た情報連携に必要である、データ標準レイ

アウトの改版が行われることに係るシス

テム整備、あるいはマイナンバーカードを

用いて当該加入者に係る被保険者資格の

有無を確認する仕組み、いわゆる今、新聞

等でありますオンライン資格確認に関す

るものを導入するに当たってのシステム

整備に係る補助金が対象となっておりま

す。 

 今回は最初に申し上げましたデータ標

準レイアウトの改版に係る改修経費につ

いて国庫補助が行われたことによるもの

で、その改修費用につきましては５９万４，

０００円、ただ補助額としてはその３分の

２、３９万６，０００円の補助となってお

ります。 

 続きまして、決算概要２１２ページの人

件費事業に関するご質問でございます。 

 今回、その中でＲＰＡの導入、施行に関

してのご質問でございましたが、令和元年

度の実績としましては、国民健康保険の所

得申告の一部自動入力処理等におきまし

て、おおむね年間で１００時間程度は職員

の作業時間の軽減、縮小が図られたという

結果になっております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 まず１番目のマイナンバ

ーカードを健康保険証にという件ですけ

ども、社会保障・税番号制度システムの整

備費補助金の内容については分かりまし

た。 

 答弁の中でオンライン資格確認につい

て触れられていましたが、こちらについて

は本年度の当初予算でも国保システム改

造委託料で費用を計上していたと思いま

す。オンライン資格確認の準備状況と今後

の展望について、お伺いをいたします。 

 質問番号２番です。ＲＰＡの導入により

まして年間１００時間程度の職員の作業

時間が縮小できたということでした。ＲＰ

Ａ導入における課題や今後の展望につい

て、１年間運用してみて分かったことなど

があれば教えてください。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは水谷委員

の２回目のご質問にお答えします。 

 質問番号１番、オンライン資格確認の現

在の準備状況と今後の展望についてのご

質問にお答えします。 

 オンライン資格確認を実現するに当た

りましては、現在世帯単位で付番されてい

る保険証に関しまして、新たに個人での判

断をするために保険証番号にさらに２桁

の番号を付与する必要がございます。委員

のご指摘のとおり、今年度、令和２年度の
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システム改修においてはこの対応を行う

予定になっており、来年４月以降に発行す

る健康保険証に関しましては、この２桁の

番号がついた健康保険証という形になる

予定でございます。 

 現在は来年３月からオンライン資格確

認が開始、運用開始という形となっており

ますので、その運用に向けた連携テスト及

び被保険者の加入状況の登録が行われて

いるところでございます。 

 また今年度に関しましては、健康保険証

の一斉更新の際にこのマイナンバーカー

ドの利用に関する案内も同封した形での

周知を行っているところでございます。 

 今後の展望としましては、マイナンバー

カードを健康保険証として利用するため

に事前の利用申し込みが必要となってま

いります。被保険者自身でマイナポータル

上で申し込みをできる場合もありますが、

高齢者も多いことから市民課等と連携し

て窓口での丁寧な対応を検討してまいり

たいと考えております。 

 続きまして質問番号２番、ＲＰＡの現在

導入している部分の課題と今後の展望と

いう形でございます。 

 現在、国保年金課においてはおおむね大

きく６業務においてＲＰＡを導入してい

るところでございます。ＲＰＡを導入する

に至っては、まず最初にインプットデータ

をデータ化する必要がございますので、事

前準備として紙媒体からデータ化する必

要がございます。ただこれをする際にかえ

ってこれをすることによって時間がかか

る事務もございますので、結果的に人の手

で行ったほうが早い、あるいは時間がかか

らないといったものもございます。今後い

わゆるＡＩ－ＯＣＲ等が導入されて、紙媒

体での申請等のデータ化が自動化できる

ようになればＲＰＡの導入の幅はさらに

広がると考えております。ただ、現状この

ＲＰＡに関してのデータ化を一人の職員

で作ることがなかなかできません。そうい

った部分での研修を情報政策課等々と連

携しながら、職員のスキルアップを図って

いきたいと考えてはおります。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 まず１番目のオンライン

資格確認の現状及び今後については、おお

むね理解できました。 

 マイナンバーカードについては、国から

のマイナンバーカード取得促進施策もあ

りました。ふえてきていると思います。ま

あ一方では１階の窓口がですね、非常に混

み合ったりとかしまして、新型コロナウイ

ルス感染症対策等も懸念されていた点も

あるんですけども、今後の感染もどのよう

に動いていくか全く予想がつかない状況

ですので、市民課とも相談していただいて

事故のないようにですね、努めていただき

たいと思います。 

 運用開始に向けては庁内の関係課やシ

ステム業者との綿密な打ち合わせをこれ

からやっていかれると思うんですけども、

やはり大切な情報を預かって作業してい

くわけですので、しっかり念には念を入れ

てですね、チェックをしていただいてシス

テム改修に臨んでいただきたいというふ

うに思います。 

 また市民の皆様に対してはですね、どの

ような利便性があるのかを含めてオンラ

イン資格確認に対する情報提供であると

か、広報への周知も徹底していただくこと

をお願いいたしまして、要望とさせていた

だきます。 

 ２番目のＲＰＡ導入の課題については
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よく分かりました。多様化する行政ニーズ

もございますし、職員の業務はふえること

はあってもなかなか減ることは少ないと

思いますので、ＲＰＡ等の仕組みについて

は積極的に導入をしていただきたいと思

います。扱うに当たってですね、やはり幅

広い知識も必要になってくると思います。

そういう意味で現状で使っているワード

とかエクセルのように、使いこなすのはす

ぐには難しいかも分かりませんけども、課

内でしっかりと研修もしていただいて、そ

ういった人材も育てながらＲＰＡを使い

こなしていけるように頑張っていただき

たいというふうに思います。 

 あと情報政策課ともしっかり連携をし

てですね、この１年間で培ったいろんなノ

ウハウを生かして、スキルアップをして業

務の効率化を図っていただきたいという

ことを要望して終わりたいと思います。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 他にございませんか。 

 福住委員。 

○福住礼子委員 それでは質問をさせて

いただきたいと思います。 

 既に同様の質問もございますけれども、

決算書２０ページ、国民健康保険財政調整

基金利子についてお聞きしたいと思いま

す。 

 コロナ禍において、今後、市の歳入は厳

しい状況に陥ると聞いております。特別会

計とはいえ市の歳入になることには変わ

りがございません。国保の財政収支基金も

例外ではないのではないかと考えており

ますが、基金の前年度末現在高ですね、は

約３億６，２００万円ほどだったと思いま

すけれども、その利子がですね、決算書で

は２万７，２４７円ということであります。

この利子の積算根拠、この基金の運用につ

いて、どのようになっているのかお聞きを

したいと思います。 

 それから二つ目ですけれども、決算書３

０ページ、決算概要２１８ページになりま

すけれども、予算審査に係る委員会のとき

にもお聞きしております保険事業の糖尿

病性腎症重症化予防事業委託料について

ですけれども、保健指導に係る取り組み実

績についてお聞きしたいと思います。 

 三つ目ですけれども、これは要望のみと

させていただきたいと思います。 

 決算書３０ページ、決算概要２１８ペー

ジになります国保の保険事業、特に特定健

診についてです。令和元年度の決算を受け

まして今後の展開に向けたことについて

の要望をしたいと思います。 

 これまでも乳がんの検診の案内はがき

や、またがん検診の案内についてでは、受

けたくない場合だけチェックを入れても

らうといったオプトアウト方式を取り入

れてもらうよう、保健福祉課には要望をさ

せていただき、担当課も工夫をし実践をさ

れ、検診の受診向上に努めていただいてい

るところでございます。 

 今ですね、市役所から届く文書っていう

のは法令に基づく事柄が多いためか、文章

中の専門用語が多いこと、理解が難しいと

いったことも、時としてあると感じるのは

私だけではないと思います。案内の文章表

現に一手間、二手間加えるだけで、受けて

の市民からするととても分かりやすく、結

果として行動変容につながるっていうこ

とがあると思います。最近はですね、ＡＴ

技術やナッジ理論というものを駆使して、

例えば対象者のこれまでの受診歴や、その

人の性格などに応じて異なる効果的なメ

ッセージを伝えることで、受診行動につな

げるといった取り組みが少しずつ広がっ
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ております。 

 このナッジ理論ですけれども、このナッ

ジっていうのは相手の注意を引くために

肘でそっとつくという、そういった意味が

あるそうです。 

 この文章やそういった表現を変えるこ

とで、その人の心理に働きかけ行動を変え

ていくというものです。例えばコンビニや

スーパーなどのレジ前でお客が混んでい

て、思い思いに並ぶとどうしても混雑した

感じになりますね。そこにお客様が並ぶ位

置を、床に足跡を掲示すると皆がそこでき

れいに並んでくれるという、今、特に新型

コロナウイルス感染症関係でそういった

ことを取り組んでいるところも多いんで

すけれども、そういったものであります。

それを例えば特定健診の案内で、今でした

ら健診を受けましょうという案内が多い

と思いますが、健診を受診するのはいつに

されますかというふうに書くことで、受診

への行動が変わっていくという取り入れ

方ですね。毎日の生活の中では、やはりや

りたいことも、仕事等もいろいろあふれて、

どうしてもこういう健診っていうのは面

倒に感じたりするものです。後で考えよう

と思っていたら、ついつい１年間が過ぎて

忘れてしまって避けてしまう、そんな場合

に意識を変えていく、そういうこのナッジ

理論を利用するっていうことで、浜松市で

はこの人工知能、いわゆるＡＩを使って、

末受診者の性格、また生活活動を分析して、

それぞれの性格に応じた文書を作成し、受

診を促すという方針を２０２０年に打ち

上げられたとも聞いております。 

 本市でも、特定健診でもそういった案内

を改革をすること、そういった取り組みを

実践していただきたいと考えております。 

 被保険者の皆さんの健康を保持するた

めの大切な一歩、これが特定健診だと思い

ます。国の受診率目標６０％に対して、摂

津市は３０％前後で推移をしております。

ぜひですね、こういったＡＩ技術やナッジ

理論といったものを検討されて、来年度実

施をしていただきたいと、そういったこと

を要望させていただいて、この件について

は終わらせていただきます。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは福住委員

の１回目のご質問にご答弁申し上げます。 

 質問番号１、基金の利子に関するご質問

でございます。これまで各委員の方々のご

質問にお答えしてきておりますが、福住委

員ご指摘のとおり、令和元年度当初の基金

残高は３億６，２６２万３，５５０円で、

これに関しましては二つの金融機関に大

口の定期預金として預けることで運用益

を得たものでございます。しかしながら、

近年の利率の低下は著しく、結果として委

員がのご指摘のとおり、２万７，２４７円

を財産運用収入としたものでございます。 

 利率については、二つの金融機関とも０．

０１％以下の利率となっております。なお、

運用における金融機関との調整等は、会計

室により行われております。 

 続きまして、質問番号２番、決算書でい

うと３０ページ、決算概要は２１８ページ

の糖尿病性腎症重症化予防事業に関する

ご質問でございます。 

 まずこの取り組み実績につきましては、

令和元年度はＡＬＳＯＫあんしんケアサ

ポート株式会社に委託を行い、プログラム

の抽出条件に該当している国保被保険者

に案内を送付しまして、参加希望とかかり

つけ医の同意が得られた１０名の方に対

して、面談や電話相談等で保健指導を実施
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いたしました。結果として該当者に関して

は、新規の人工透析の移行に至ることはな

らず、予防として一定の効果を図っており

ます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 財政基金のこの利子に

ついて、運用また仕組みについてお答えを

いただきました。低金利時代ではあります

けど、本当に低い利率ですね。ただ、地方

公共団体の基金は運用益を第一の目的と

するものではないので、まあこういったこ

とは致し方ないと思います。 

 決算書の３２ページ、国民健康保険財政

基金積立金においては、さらに２，２９３

万３，８６０円の積立てが行われておりま

す。こういった形で基金を積み立てていく

ことに賛否はありますけれども、令和２年

のようなコロナ禍における運用、これはそ

れ以上の運用またはそれ以上の災害が今

後想定されるということもあります。今後

の基金の運用について、改めて市の考え方、

方針をお聞きしたいと思います。 

 それから、糖尿病性腎症重症化予防事業

の保健指導に関わる実績についてですけ

れども、人工透析が必要な状態になります

と患者である被保険者の皆様にとっては

身体的にも、そして精神的にも非常に負担

が大きいと思います。国民健康保険制度を

運営する面でも、財政負担という点からも

非常に大きな影響が出てくると言えます。

そこで医療費の視点から令和元年度の人

工透析が必要な慢性腎臓病の患者の人数、

また納付に占める割合など、分かる範囲で

お答えいただきたいと思います。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは福住委員

の２回目のご質問にご答弁申し上げます。 

 質問番号１、基金の積立てに関して今後

の運用ということでございますが、もう既

に香川委員、増永委員へのご答弁でもあり

ましたが、重複する部分は了承ください。 

 まずは広域化における保険料抑制財源

としての活用、つまり統一保険料の直前の

令和５年度までの激変緩和措置財源とし

ての活用を予定しております。 

 なお、市町村が保有する国民健康保険財

政調整基金の運用につきましては、本市の

基金条例と大阪府の運営方針に規定がな

されております。しかしながら委員のご指

摘のとおり、本当の意味での運用はこの保

険料率の統一が図られてからではなかろ

うかと考えております。 

 基金は基本的には不測の事態に備える

ものであることから、今後保険料の収納不

足の際にはその補てん財源として活用し

ます。またコロナ禍という表現もありまし

たが、大災害、大規模災害等において、真

にやむを得ない緊急事態の際には基金条

例に規定されております繰り替え運用も

可能となっております。いずれにせよ、ま

ずは国民健康保険の事業運営における財

源として有効活用をしつつ、将来の不測の

事態に備えながら適切な運用に努めてま

いりたいと考えております。 

 続きまして二つ目の糖尿病性腎症重症

化予防事業に係る医療費の観点からのご

質問でございます。 

 まず令和元年度における人工透析が必

要となる、いわゆる慢性腎臓病の患者数と

しましては９３名でございまして、割合と

しては約０．４９％となっております。ま

た令和元年度における総医療費のうち、慢

性腎臓病は７．７％で第１位となっており

ます。次いで糖尿病が５．６％で第２位と



- 20 - 

 

なっております。この慢性腎臓病の７．

７％は総医療費で申し上げますと５億８，

０００万円ほどとなっており、さらに高額

療養費で申し上げますと、決算額が８億７，

０００万円ですので、このうち慢性腎臓病

に関するものが約１億３，０００万円と、

全体の１５％を占めるような状況になっ

ております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 質問番号の１番目です

けれども、国民健康保険財政調整基金の仕

組み、また今後の方向性については、今、

統一保険料率までの抑制財源として、そし

て保険料の収納不足が起きた際にはその

補てん財源ということだと思います。森山

市長がよく述べられている、これからの国

民健康保険事業の運営は健康づくり、すな

わち保健事業に重点を置いていくべきだ

と私は認識をしております。 

 令和元年度決算の歳出の中で、保健事業

の執行率の割合は０．７％になっており、

総額約９９億７，５００万円の予算に対し

てですね、１億円にも満たない、そういっ

た執行という状況だということです。ただ、

保健事業にお金を費やしてくださいとい

うことではありませんが、長寿社会の時代

を考えていく上でも健康というテーマは

これからも避けてはいけないのかなと思

います。本市も各種様々な保健事業を展開

していただいておりますが、医療費適正化

の観点も踏まえて基金の活用も考慮した

上で、柔軟かつ適正な予算配分の下で、市

独自の特色のある保健事業の運営をお願

いして、要望としたいと思います。 

 それから二つ目の慢性腎臓病の患者数

と医療費のことについてお答えをいただ

きました。人工透析が必要になると相当な

額の医療費がかかって、結果としては国保

の財政負担が大きくなるっていうことに

なります。広域化で大阪府が補てんする仕

組みになっても府下全体で医療費抑制を

進めていくことは、これは必要であります。

市内の人工透析専門クリニックの状況な

ども今後注視をしていただきながら、保健

事業の取り組みについて、より充実した展

開を今後ともお願いして、要望とさせてい

ただきます。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 次に認定第８号の審査を行います。 

 本件については補足説明を省略し、質疑

に入ります。 

 ありますか、質疑。 

 増永委員。 

○増永和起委員 後期高齢者についての

質問をします。 

 ７５歳以上の人だけを抜き出して囲い

込んで後期高齢者の医療制度というもの

をつくっているということについて、日本

共産党としては当初から反対をしてまい

りました。この後期高齢者の医療制度には、

社会保険も含めて様々な保険のほうから

それを支えるお金ということで、そこへつ

ぎ込まれるための分が保険料として徴収

をされている、国保からもそれが徴収され

て、後期高齢者のほうにいくというふうに

なっています。どんどんと国の入れるお金

が少なくなっているという状況にあると

思います。その中でそれに対して、社会保

険の側から社会保険のお金をそんなに入

れないで本人負担をもっとふやしてほし

いという、そういう訴えが来ているという

ことを口実に、保険料の一部負担のお金で

すね、医療費窓口で払うお金、この負担が
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ふえていると思うんですが、今どんなふう

になっているのか教えていただきたいと

思います。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは増永委員

の後期高齢者医療制度の保険料に関する

ご質問にお答えいたします。 

 まず保険料率改定の経過でございます。

決算審査の観点で言いますと平成３０年

度、平成３１年度に関しましては、均等割

額が５万１，４９１円、前期との改定に比

べますと１５８円の減額でございました。 

 所得割率につきましては、９．９％、前

期との差は０．５１％のマイナス、賦課限

度額は６２万円でした。委員のご指摘のと

おり、今年度に関して言いますと、令和２、

３年度の料率改定は、５万４，１１１円で

前期とは２，６２０円の増、所得割率は１

０．５２％で０．６２％の増、賦課限度額

は６４万円となっております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 増永委員。 

○増永和起委員 今、保険料のお話をして

いただいたんですけれども、医療費窓口負

担が後期高齢者の中でふえる形に、今なっ

ていると思います。以前は１割負担だけだ

ったと思うんですけれども、それが３割と

いう形にもなっていると思うんですけれ

ども、そこについても教えていただきたい

と思います。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは増永委員

の２回目のご質問にお答えします。 

 委員のご指摘のとおり、現在では３割負

担から１割負担という形での、各所得に応

じた窓口負担が設定されております。また

国における議論におきましても、この窓口

負担を原則２割にすべきではないかとい

った議論がなされているところでござい

ます。こちらに関しましては、主に企業団

体のほうからのご意見で、その一方で医師

会あるいは広域連合の協議会等では、この

原則２割というものは慎重に議論がなさ

れるべきであるといった意見で、現在、コ

ロナ禍で少し議論は停滞しておりました

が、年末にかけて方針を示すべく議論が再

開されているところでございます。 

 本市及び広域連合といたしましては、や

はり後期高齢者の医療制度を守る上で、原

則２割といったような部分のお話ではな

く、慎重な議論の下、窓口負担はあるべき

であるというふうに認識しております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 増永委員。 

○増永和起委員 そうですね。３割負担に

なった方、本当に大変になったっていうふ

うに伺っています。これからさらにその３

割の枠を広げようとか、原則２割にしよう

とか、いろいろ議論は出ているところでご

ざいますけれども、高齢者の生活、命、健

康を支えるためにも、やはりそういった医

療費負担をふやすような方向にならない

ように、市町村からもぜひ声を上げていた

だきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。要望とします。 

○渡辺慎吾委員長 他にございますか。 

 水谷委員。 

○水谷毅委員 それでは１点の質問と、１

点の要望をさせていただきたいと思いま

す。 

 後期高齢者医療制度においては、発足時

からですね、特例として９割軽減がなされ

てまいりました。令和元年よりその見直し

が始まっていると伺っています。さっきの

質問にもあったかと思います。 

 現在、私としましては大阪府後期高齢者
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医療広域連合に所属する委員として臨ん

でおります。そういった見直し等の影響を

ですね、大変に憂慮しているところであり

ます。まずは見直しの概要と、本市では被

保険者への影響について、どのように受け

止めておられるのか、教えてください。 

 二つ目ですけども、これは要望のみにな

りますけども、高齢者の保健事業と補助金

の活用についてです。 

 現在、先ほど申し上げた広域連合の議会

委員として選出をされておりまして、広域

連合議会においてもとりわけ高齢者の保

健事業については議題として上がってい

るところであります。 

 一般会計ではありますけども、決算書６

３ページに記載がございますけれども、令

和元年度においてはですね、広域連合の特

別対策補助金というのが交付を受け付け

ておられます。こちらは保険料の収納対策

として交付を受けられたとのことであり

ましたけども、近年、国の補助対象事業の

見直しがされておりまして、高齢者の保健

事業に重点が置かれているというふうに

伺っております。 

 また大阪府後期高齢者医療の第２期デ

ータヘルス計画においても、高齢者が身近

な場所で健康づくりに参加するとともに、

フレイル状態の高齢者を適切な医療や介

護サービスにつなげまして、傷病の予防や

重症化予防を推進することを目的にして

高齢者の保健事業と介護予防の一体的な

実施について、令和元年に新たに規定され

ていると思います。今後本市においても、

高齢者の保健事業と介護予防の一体的な

実施に当たりましては、広域連合及び関係

機関がしっかりと協力し、取り組んでいく

ことが重要であるというふうに考えてお

ります。国の補助金をうまく活用しながら、

一体的な実施を推し進めていただきます

ように強く要望し、この点については要望

とさせていただきます。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは水谷委員

のご質問に１点お答えします。 

 後期高齢者医療制度の特例軽減の見直

しに係るご質問でございます。 

 まず９割軽減につきましては、この制度

発足時より暫定的な措置として実施され

てまいりました。国民健康保険での軽減割

合が最大で７割となっていることなどを

受けて、制度間での公平性を図るために見

直しが議論されていたところでございま

す。それによりまして令和元年の１０月よ

り低所得者に対する介護保険料軽減の拡

充や、年金生活者支援給付金の支給と合わ

せて見直しがなされることとなりました。 

 ９割軽減の方は制度概要で申し上げま

すと、令和元年度は８割軽減、令和２年度

以降は本則の７割軽減となっております。

これまで８．５割軽減の対象だった方につ

いては、令和元年度は据置きで令和２年度

は７．７５割軽減、令和３年度以降に関し

ては、本則の７割軽減となります。 

 本市の影響、状況としましては、直近の

令和２年度７月のデータにはなりますが、

前者の方が２，２７４人、後者の方が２，

３４９人で、合計で４，６２３人。割合で

申しますと全体の４２％に該当します。影

響額で申し上げますと９割軽減から８割

軽減で、お一人で年間５，１４９円の保険

料の増加。令和２年度で７割軽減に見直し

になると、さらに保険料改定も加わりまし

て、一人当たり年間５，９３５円の増加と

なっております。 

 以上でございます。 
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○渡辺慎吾委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 特例軽減の見直しの概要

や影響について、おおむね理解をできまし

た。保険者側から見ればですね、そういっ

た影響額になるかもしれませんけれども、

市民や被保険者から見るとですね、単純に

２倍、３倍といった増加となりまして、そ

の負担は計り知れないものがあるという

ふうに思います。 

 まあ段階的とはいえですね、このような

見直しについてはどのように議論をされ

て、どのような周知が広域連合、もしくは

本市からなされたのか、お伺いをしたいと

思います。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 森﨑課長。 

○森﨑国保年金課長 それでは水谷委員

の２回目のご質問にご答弁申し上げます。 

先ほども申し上げましたが、平成２０年度

からの制度の発足時から、国の暫定的な予

算措置によってこの９割軽減は実施され

てきました。１０年の節目を迎え、繰り返

しにはなりますが制度間の公平性の観点

から議論が進む中で、令和元年１０月より

見直しが行われました。 

 被保険者への広報、周知としましては、

全被保険者に対して毎年７月に保険証更

新及び保険料の決定通知の中に、それぞれ

の送付時に案内文書を同封することで漏

れのない周知を図っているところでござ

います。その他にはもちろん市のホームペ

ージや広報誌、ポスターなどを利用した周

知を行っております。 

 大阪府の広域連合との連携ということ

についてでございますが、被保険者からの

対応については、本市の職員に限らず大阪

府の広域連合にコールセンターを設ける

などして、対象者の情報共有や、より丁寧

な制度説明に努めているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 特例軽減の見直しに係る

周知や、広域連合との連携について説明を

していただきました。特例軽減の見直しは

単なる一例にすぎませんけれども、やはり

広域連合と府内市町村との連携は必要不

可欠であると考えております。国保の広域

化における大阪府と市町村の関係とは違

いまして、広域連合と府内市町村は職員を

派遣している現状も踏まえてですね、同じ

視点で仕事ができる関係であると私は思

っております。その関係性を大いにいかし

まして、これからの超高齢社会における医

療制度の維持、あるいは新型コロナウイル

ス感染症の蔓延といった過去に例のなか

ったような、国難ともいえるべき中ですね、

様々な支援、施策の展開を打ち出していっ

ていただきたいと思います。 

 また毎回お願いをしている件でござい

ますけれども、国保とこの後期高齢者の制

度というの、双方を理解していくというの

はなかなか難しいところがあります。そう

いう意味では国保から後期に変わる世代

のときにですね、しっかり理解をしていた

だいて進めるようにですね、合わせて要望

して、質問を終わります。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 他にございますか。 

 福住委員。 

○福住礼子委員 それでは私のほうから

は、この令和元年度の決算を受けて、後期

高齢者医療制度に対しての、これも要望だ

けとさせていただきます。 

 今、水谷委員からも保険制度が変わる話

で分かりやすく、というようなお話がござ
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いましたけれども、後期高齢者医療制度は

７５歳に到達された市民の方が、国民健康

保険をはじめ各医療保険制度から移行し

てくる医療制度の終着点というんですか

ね、そういうことだと思います。この移行

の流れとしては、７５歳の誕生月の前月に

大阪府後期高齢者医療広域連合から、その

対象となる市民の方へ案内が送付される、

そういった仕組みだと思います。案内を受

け取った多くの方が、自動的に移行される

ものだと思っておられる方も多くいらっ

しゃって、実際には口座振替の手続など、

各世帯において、また個人によっては必要

な手続があるという、こういったことがあ

ると思いますが、市民は何もしなくてもい

いと思っているケースもありまして、口座

振替から納付書払いになっていたことを

知らずに、初期滞納になりかけてしまうと

いうような、そういったお話も時々市民の

人から聞くことがあります。 

 保険者である広域連合と市民の窓口で

ある摂津市が、円滑な移行となるよう連携

されているとは思いますが、やはりこうい

ったトラブルとまではなくとも、スムーズ

な移行が確実に行われるような周知、仕組

みづくりを考えていただきたいなと思い

ます。 

 人生１００年時代といわれますけれど

も、７５歳ともなりますとそれなりに無理

が利かない年齢でもあります。個人差はあ

りますが、理解力や行動力といったことも、

やはり思うようにいかないこともふえて

まいります。そんな中で突然健康を支える

医療保険が変わってしまうということを

受けなきゃいけないわけですね。日本のこ

の少子高齢化、２０２５年問題と言われま

すけれども、摂津市におきましても２０２

５年７５歳以上の人口というのは１万５，

０００人に達すると聞いております。５年

後の現実なんですね。そういった節目年齢

の７５歳に到達する市民に対して、もっと

喜ばしいと受け止めてもらうような工夫

ができないものかというふうに考えまし

た。 

 例えば敬老祝い金、これ７７歳が対象に

なっていますけれども、例えばですよ、７

５歳の到達で一つのお祝いごとというふ

うに捉えていただくというのはいかがで

しょうか。以前、ほかの委員でお誕生日祝

いが届いたと思ったら保険制度が見直し

されたという通知だったいうことでね、そ

んな例を挙げられた委員もいらっしゃい

ましたけども、まあ７５歳で祝い金を出し

てくださいっていうことだけではないん

ですけれども、これからの人生を歩んで行

くステップとしてね、背中を押していただ

けるような、そういった制度の移行に、ぜ

ひしていただくよう考えていただきたい

と思っているところでございます。 

 そういった観点も含めて、改めまして摂

津市の後期高齢者医療制度への移行、ある

いは周知の方法ということを今後も検討

していただきまして、より具体的な変化が

目に見えて分かるような形で進めていた

だくことを要望したいと思います。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

暫時休憩いたします。 

（午前１１時４１分 休憩） 

（午前１１時４３分 再開） 

○渡辺慎吾委員長 再開します。 

 認定第７号の審査を行います。 

 本件については補足説明を省略し、質疑

に入ります。 

 香川委員。 



- 25 - 

 

○香川良平委員 それでは質問をさせて

いただきます。１点だけでございます。 

 決算概要２５４ページでございます。在

宅医療・介護連携推進事業について、お聞

きしたいというふうに思います。 

 まずこれは一体どのような事業内容で

あるのかというのを確認させていただき

たいと思います。 

 以上１点です。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号１番、１回

目です。在宅医療・介護連携推進事業の事

業内容についてでございます。 

 在宅医療・介護連携推進事業は、高齢者

が住み慣れた地域で安心して自分らしい

生活を継続できるよう、医療関係者や介護

関係者が、在宅医療と介護サービスとの連

携を推進するもので、高齢者及びその家族

への支援体制を強化していくということ

を目的とするものでございます。 

 摂津市におきましては、平成２５年度か

ら実施しておりまして、医療関係者や介護

関係者など、多職種の代表者が集まる会議

の開催や、多職種を対象としました研修会

の開催、また相談支援等を実施しておりま

す。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 香川委員。 

○香川良平委員 はい、ありがとうござい

ます。事業内容についてということでご答

弁いただきました。平成２５年度から実施

しておるということで、多職種での会議や

研修会の開催をしているとのことでござ

いました。この事業についてですね、令和

元年度に新たに取り組んだことなどあれ

ば教えていただきたいなと思います。よろ

しくお願いします。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 令和元年度はです

ね、新たな取り組みといたしまして、せっ

つケアマネ情報シールというものがござ

いまして、これの運用を開始をいたしまし

た。せっつケアマネ情報シールはですね、

介護サービスを利用されている摂津市民

のケアマネジャーがですね、自分の事業者

名、担当者名、連絡先を記載するシールが

あるんですけども、これをお薬手帳に貼る

ものとなっております。 

 令和元年８月に開催いたしました多職

種の連携研修会ですけども、こちらで様々

な職種からですね、支援をしている医療関

係者や介護関係者の連絡先が分からない

という課題が挙げられました。その課題に

対しまして、多職種の代表が集まる会議が

ございますが、そこで検討を行いまして、

令和２年１月から連絡先をですね、共有す

るためのツールとして、せっつケアマネ情

報シールというのを導入いたしました。こ

れによりまして市内の居宅介護支援事業

者、ケアマネジャーと薬局ですね、薬剤師

に送付をいたしております。今後も引き続

き、医療関係者や介護関係者の抱える課題

につきまして解決していくことを通じま

して、多職種で高齢者を支える支援を継続

してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 香川委員。 

○香川良平委員 はい、ありがとうござい

ます。今後もですね、高齢者がふえていく

中でございます医療や介護の連携はます

ます重要にとなってくるというふうに思

います。今後もですね、引き続き事業を推

進し、医療と介護の連携を深め、一人一人

の高齢者に寄り添った体制づくりをして

いただけますようにお願いを申し上げ、私

の質問は終わります。 
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○渡辺慎吾委員長 ほかにございますか。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 それでは私のほうから

は５点質問させてもらいます。 

 まず質問番号１です。決算概要２５２ペ

ージ、介護予防普及啓発事業についてでご

ざいます。この認知症予防効果分析委託料

についてお聞きしたいと思います。 

 これは令和元年度にですね、新たな取り

組みであったかと認識しておりますけれ

ども、まずは１回目、内容についてお聞か

せください。 

 質問番号２です。決算概要２５２ページ、

地域介護予防活動支援事業でございまし

て、この地域介護予防活動支援委託料がで

すね、８００万８，６３２円執行されてお

りまして、これで前年度に比べると８２万

８，５３２円ですか、増額されて執行され

ておりますので、その理由についてお聞か

せいただきたいのとですね、また同じとこ

ろの欄の下のほうに、つどい場づくり活動

補助金というところが１２５万円計上さ

れていたかと思いますけれども、これにつ

きましては執行率が極端に低いというと

ころでございますので、このつどい場づく

り活動補助金の令和元年度の取り組みで

すね、新たな取り組みであったかと認識し

ているんですけども、内容について、あわ

せてお聞かせいただければと思います。 

 質問番号３番目、決算概要２５２ページ、

生活支援体制整備事業においてです。社会

資源把握支援業務委託料というところで

４８８万４，０００円が執行されておりま

す。これもですね、令和元年度は新たな取

り組みで、摂津医療介護つながりネットを

ですね、新たに運用を開始したというふう

に認識しておるんですけれども、改めてそ

の内容についてお聞かせください。 

 質問番号４です。決算概要２５２ページ、

これ同じく生活支援体制整備事業という

ところで、もう一つお聞かせいただきたい

のが、生活支援体制整備委託料というとこ

ろで５２１万９，６２４円執行されており

ました。これはですね、平成３０年度に生

活支援コーディネーターを配置されてで

すね、その協議体として設置したものと認

識しているんですけれども、平成３０年度

からの取り組みでありますけど、令和元年

度、何か新たに取り組んだことがあればお

聞かせ、特にその辺を中心にお聞かせいた

だきたいと思います。 

 で、最後になります質問ナンバー５、決

算概要２５４ページ、認知症サポーター等

養成事業についてです。金額こそ小さいで

すけれども、報奨金として８万円計上をさ

れておりましたけれども執行がゼロとな

っておりました。改めて令和元年度の取り

組み状況、あと報奨金の未執行の理由につ

いて、あわせてお聞かせください。 

 １回目以上です。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号１、介護予

防普及啓発事業についてでございます。 

 平成２９年度に市オリジナルの認知症

予防体操であります「せっつはつらつ脳ト

レ体操」というのをですね、エーザイ株式

会社の支援の下に作成をいたしました。こ

の体操の効果を検証するために、効果分析

業務の委託を行ったものでございます。 

 具体的にはですね、介護予防講座「はつ

らつ元気でまっせ講座」というのがござい

ますが、第１回目と第８回目におきまして、

体力測定、日常生活に関する質問、認知機

能テストなどを行いまして、比較分析を行

うものでございます。 

 続きまして、質問番号２、地域介護予防
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活動支援事業についてでございます。 

 決算概要２５２ページでございます。地

域介護予防活動支援委託料の令和元年度

の決算額が、平成３０年度と比べて増額に

なっている理由ですけども、委託型つどい

場の開催場所が５か所から７か所にふえ

たことによるものでございます。別府の第

４３集会所とですね、一津屋の第３０集会

所の２か所がふえております。 

 つどい場づくり活動補助金は、介護予防

や交流を目的としまして、カフェ型つどい

場としまして、高齢者が身近な地域の集会

所で気軽に集まり、お茶を飲んだりおしゃ

べりをしたりする場を運営する団体にで

すね、市立集会所の使用料を補助するとい

う取り組みでございます。 

 令和元年度は１２団体、５か所の集会所

に補助を行いました。予算編成におきまし

ては市立集会所が５０か所ある中で、２５

団体について４月以降に開始する予定に

しておりましたが、自治会の説明など丁寧

に準備を進めたためにですね、６月以降の

開始となったために１２団体について補

助を行ったため、執行率が低くなっており

ます。 

 続きまして、質問番号３、生活支援体制

整備事業のですね、社会資源把握支援業務

委託料についてでございます。 

 このシステムはですね、市民向けサイト

と関係者向けサイトの二つからなるシス

テムでございます。市民向けサイトはです

ね、医療機関、薬局やケアマネジャー、介

護保険事業所、介護予防のつどい場でした

り、健康づくりグループ、各小学校区のサ

ロンやリハサロンを検索することができ

ます。また介護保険事業所のですね、サー

ビスの空き情報も調べることができるサ

イトでございます。 

 関係者向けサイトはですね、パスワード

を付与された医療機関ですとか、介護関係

者が閲覧をすることができるサイトで、市

からのお知らせや厚生労働省からの介護

保険の最新情報ですね、介護に関するニュ

ースなどを掲載しております。 

 続きまして、質問番号４、生活支援体制

整備事業、こちらは生活支援体制整備委託

料についてでございます。 

 生活支援コーディネーターの活動の一

つにですね、高齢者の生活を支援する団体

やサービスなどの情報を集めて紹介する

というものがございまして、平成３０年度

に社会福祉協議会のコーディネーターが

ですね、各公民館やコミュニティ施設で活

動する団体を訪問しまして、活動内容を把

握しました。その内容をですね、令和元年

度に地域資源マップとして中学校区別に

まとめまして、冊子、高齢者のための地域

活動マップというものとして発行いたし

ました。 

 さらに令和元年度には老人クラブ連合

会に所属している５３団体の取材も行っ

ております。 

また地域住民やボランティア、ＮＰＯで

すね、事業者などと一緒に互助活動や支え

合いの仕組みについて考えるために、平成

３０年度に新設をしました会議体として

の協議体、摂津市では「暮らしの応援協議

会」という愛称で呼んでいるものでござい

ますが、この会議においてコーディネータ

ー役ということで活動をしております。令

和元年度は「暮らしの応援協議会」を２回

開催いたしまして、１回目に自分が住むま

ちの課題と解決のアイデアの意見交換を

行いました。２回目には、１回目に課題と

して多く挙がっておりましたテーマのう

ち、四つですね、移動支援であったり、男
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性の地域参加ですね、あとは多世代交流、

ちょこっとサービスについて、アドバイザ

ーをお呼びしてテーマごとに分かれて意

見交換を行っております。 

 続きまして、質問番号５番、認知症サポ

ーター等養成事業についてでございます。 

 認知症サポーター等養成事業の報償金

はですね、外部講師による市職員を対象と

する認知症サポーター養成講座に係る講

師謝礼として予算編成を行いました。 

 平成３０年度にはですね、市の管理職を

対象とする認知症サポーター養成講座、こ

ちらを行いましたが、令和元年度には課長

代理級の職員を対象とする講座を３月２

３日に行う予定にしておりました。しかし

ながら新型コロナウイルス感染症の拡大

防止のために、一旦延期とさせていただい

ております。これにより報償金の決算額が

０円となっております。今後はですね、新

型コロナウイルス感染症拡大、収束しまし

たのちには、市職員を対象として、認知症

サポーターの養成講座を再開するととも

にですね、認知症サポーターのステップア

ップ講座の開催なども検討してまいりた

いと、こういうことで考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 ちょっと質問の途中

ですけど、暫時休憩いたします。 

（午前１１時５８分 休憩） 

（午後１時     再開） 

○渡辺慎吾委員長 再開いたします。 

 続いて質疑をいたします。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 それではですね、１回目

のご答弁をいただいたということで２回

目の質問をさせていただきます。 

 まず質問番号１です。決算概要２５２ペ

ージ、介護予防普及啓発事業についてでご

ざいますけれども、認知症予防効果分析委

託料について、令和元年度の取り組み内容

についてお聞かせいただきました。摂津は

つらつ脳トレ体操ですね、というところで

の作成とですね、体操の効果検証というと

ころの委託をされたと理解をいたしまし

た。しかしながらですね、その決算概要の

ですね、予算を見ていますと、３８万５，

０００円が計上されている一方でですね、

執行が１３万７，５００円というところで

ございましたので、この理由と言いますか、

執行率が低い理由について、２回目お聞か

せください。 

 質問２でございます。決算概要２５２ペ

ージ、地域介護予防活動支援事業において

ですね、地域介護予防活動支援委託料と、

あと、つどい場づくり活動補助金の取り組

み内容についてお聞かせいただきました。

増額理由としてはですね、委託型つどい場

が２か所ふえたというところでございま

して、一方で執行率が低いのは、２５団体

を予定していたけど１２団体というとこ

ろでしたかと思います。しかしながら感覚

的にはですね、通い型つどい場というとこ

ろで、報告書を見ていますと、合計２，２

０９名ですかね、参加者がおられたという

ところで、一定の効果があったんじゃない

かなというふうに捉えております。一方で

すね、委託型つどい場の参加者はですね、

２か所追加の７か所というところで、足す

と４，９９８名というところでございまし

た。前年度の５か所と比較しましても、１，

１４３名もの参加者が増加していると私、

捉えておりまして、単にですね、場所をふ

やすだけで簡単にこうやって参加者がふ

えるともちょっと思いませんでしたので、

参加者がふえた理由について、どのように

捉えられているかということを２回目お
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聞かせください。 

 質問番号３でございます。決算概要２５

２ページ、生活支援体制整備事業において、

社会資源把握支援事業委託料の内容につ

いてお聞かせいただきました。 

 このポータルサイトですか、市民向けと

関係者向けがあるというところのご答弁

だったと思いますけども、摂津医療介護つ

ながりネットを導入した効果についてど

のように捉えられているか、２回目お聞か

せください。 

 質問番号４です。決算概要２５２ページ、

同じく生活支援体制整備事業というとこ

ろで、体制整備委託料として令和元年度に

新たに取り組んだ内容についてお聞かせ

いただきました。 

 ご答弁にありましたように、中学校区に

別に高齢者のための地域活動マップを作

成、発行もされたというところで、これに

ついては中身も拝見させていただきまし

たけど、非常に分かりやすくて、すばらし

いものではないかなと思っております。 

 ご答弁の中で、この平成３０年度に新設

した会議の中で課題として四つあげられ

てたかと思います。それぞれの具体的な内

容をポイントで結構ですのでお聞かせい

ただければと思います。 

 最後、質問番号５番目、決算概要２５４

ページ、認知症サポーター等養成事業にお

いて、令和元年度の取り組み状況等々お聞

かせいただきました。 

 市職員への講座が新型コロナウイルス

感染症の影響で延期になったというご答

弁だったかと思います。これは要望として

おきますけれども、今年に入ってからコロ

ナ禍というところで、思うように取り組み

ができない状況に陥っているんじゃない

かなと思いますけれども、やはり認知症は

身近な病気でもありますし、多くの方々に

認知症について正しい知識を習得してい

ただく必要もあろうかと思います。 

 先ほど課長代理級を予定していたとい

うところもありましたけれども、今後、市

職員も含めて、ぜひ幅広い層に向けて広げ

ていただきたいですし、ステップアップを

これからしていただけたらと思いますの

で、これは要望としておきます。 

 以上、２回目でございます。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 それでは、質問番号

１、介護予防普及啓発事業についてでござ

います。 

 令和元年度に２か所で、はつらつ元気で

まっせ講座というのがスタートいたしま

した。そのうち１か所は、５月１６日にス

タートいたしまして、８回目の体力測定、

日常生活に関する質問や認知機能テスト、

３月２６日に予定しておったんですけど

も、新型コロナウイルス感染症の拡大を踏

まえまして、８回目の測定が延期になった

ということがございました。 

 もう１か所につきましては、これも新型

コロナウイルス感染症対策で活動を中止

して以降、講座自体の再開のめどが立って

いなかったために測定等実施できていな

い状況でございます。このことによりまし

て、予算額と決算額に差が生じております。 

 なお、延期になった８回目の測定等を実

施するために、エーザイ株式会社と調整を

しておりまして、この１２月に１か所にお

いて測定をできるのではないかと予定を

しております。 

 続きまして、質問番号２、地域介護予防

活動支援事業についてでございます。 

 委託型つどい場の延べの参加が増加し

ているということなんですけども、その理
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由といたしましては、委託型つどい場の開

催場所が２か所ふえたということはもち

ろんなんですけども、各団体におきまして

友人を誘ってきてくださいとかアナウン

スをしまして、参加者が友達を連れてきて

くれるということもございました。口コミ

によりまして地域からの参加者をふやす

という取り組みを行っているということ

とか、生活支援コーディネーターが発信す

るＳＮＳ、フェイスブックやインスタグラ

ムがありますけども、これで活動を周知し

まして、対象者の家族など幅広い層への周

知も進めているということが挙げられる

と考えております。 

 続きまして、質問番号３です。生活支援

体制整備事業、社会資源把握支援業務委託

料についてでございます。 

 こちらは市民向けサイトにつきまして

は、市民からの近隣の介護施設について問

い合わせがあった際に、このサイトをご案

内したところ、こういったサイトで一括で

見ることができると、助かりますというお

声を頂いたこともございました。 

 また、医療関係者からも老人保健施設の

対応可能な医療行為が掲載されていて、患

者を紹介する際に役立つというお声も頂

いております。 

 関係者向けサイトにつきましては、介護

関係者から厚生労働省や市からのお知ら

が適宜更新されておりまして、日々の業務

で活用できているというお声も頂いてお

ります。 

 それと今年度にはなるんですけども、新

型コロナウイルス感染症対策や介護保険

サービス従事者応援給付金というものも

支給をさせていただきましたけど、こちら

につきましても、このサイトを活用するこ

とで迅速な支給を行うことができたと考

えております。 

 続きまして、質問番号４番、生活支援体

制整備事業の生活支援体制整備委託料に

ついてでございます。 

 四つございましたが、まず移動支援につ

きましては、夫婦で車の免許証を返納した

ので買物に行くこともできないとか、バス

停まで行く支援があれば助かるとか、細か

く動いてくれる移動支援があると助かる

といったご意見をいただいております。 

 男性の地域参加につきましては、男性は

個々にウォーキングなどを行っていると

いう方が結構いらっしゃるんですけども、

地域の健康体操などなかなか集まりに参

加しない方が結構いるということや、囲碁

やカラオケなど男性の興味があることを

集まりにしたらいいんじゃないかとか、飲

酒ありの男だけのつどい場というものを

企画してみてはどうかといったご意見も

ございました。 

 多世代交流としましては、正雀地域にＪ

ＯＣＡ大阪というものがございますけど

も、好きなときに行ける多世代交流の場で

ありまして、そこでは子どもが宿題をした

り、会社員の方がパソコンを持参してお仕

事をされたり、高齢者が囲碁や将棋をした

りということで、こども食堂についても意

見交換を行いました。 

 ちょこっとサービスですね、こちらにつ

きましては、あるマンションで電気関係の

不具合の修理とか包丁とぎ、買物代行、病

院への付添い、網戸の不具合の調整とか、

互助会のような取り組みを行っていると

いうこともご紹介もいただきまして、掃除

とかごみ捨てとか買物同行など、ちょっと

したサービスがあるといいなということ

で意見交換を行いました。 

 以上でございます。 
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○渡辺慎吾委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 丁寧なご答弁ありがと

うございます。 

 それでは、３回目に移らさせていただき

ます。１点だけ聞かせていただきますけど、

おおむね要望とさせていただきます。 

 まず質問番号１番、決算概要２５２ペー

ジ、介護予防普及啓発事業において、認知

症予防効果分析委託料の執行率が低い理

由についてお聞かせいただきました。新型

コロナウイルス感染症の影響で測定が延

期になったというご答弁だったと思いま

す。 

 毎回出してますけど、この第４次の総合

計画の総括の１０６ページにも載ってた

んですけど、先ほどご説明いただきました

せっつはつらつ脳トレ体操に関する記載

があり、認知度が５．７％となってまして、

非常に低いなと思いまして、ちょっとまだ

着手して間もない取り組みなんですけれ

ども、これらの周知について確認の意味で

お聞かせください。 

 質問番号２番目、決算概要２５２ページ、

地域介護予防活動支援事業においての委

託型つどい場の参加人数がふえてる理由

についてというところでございます。 

 いろんな取り組みで口コミ等々ご答弁

いただいたと思います。このつどいは、出

不精になりがちの高齢者の方々にとって

は、足を運ぶきっかけづくりであったり、

あるいは生きがいづくりになってるんじ

ゃないかなと思いますし、以前、おしゃべ

りするだけでも楽しいという声もあった

とお聞かせいただいてまして、非常に有効

な取り組みではないかと私は捉えており

ます。 

 一方、このつどいなどの参加者は女性が

多くを占めていて、男性の参加者が少ない

というところも課題の一つではないかと

思いますので、こちらについても対策につ

いても検討いただければと思います。 

 いずれにいたしましても、これからいろ

いろ工夫を加えながら精力的に取り組ん

でいただきたいという思いでもございま

すし、ぜひつどいの場をどんどん広めてい

っていただければと考えますので、よろし

くお願いいたします。これ、要望としてお

きます。 

 質問ナンバー３番目、決算概要２５２ペ

ージ、生活支援体制整備事業というところ

で支援システム構築による効果お聞かせ

いただきました。 

 このシステムは市民にとっても、医療や

介護関係者にとっても非常に有効である

んじゃないかなと捉えました。特に市民に

とっては、このシステムを利用することで

市内の医療機関の情報であったり、あるい

はサービスの空き情報についても検索で

きるということのご答弁だったと思いま

すので、ぜひこれもより多くの方々に活用

いただきたいと思いますので、例えば広報

せっつに記載するなどご検討いただきま

して、これも広く周知いただければと思い

ますので、引き続きよろしくお願いいたし

ます。 

 最後、質問番号４番目です。決算概要２

５２ページ、生活支援体制整備事業につい

て、課題の四つについて内容をお聞かせい

ただきました。ありがとうございます。 

 どれも重要な課題ではございますけど

も、私の観点からすると、やはり特に移動

支援であるとか、先ほど触れました男性の

地域参加というところがちょっと重要な

課題なんじゃないかなと思います。 

 移動支援につきましては、先ほどバス停

までの足という話もありましたけども、私
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は対象を問わず高齢者であったり、障害者

であったり、市全体としてどのようにして

いかなあかんのかと、きょうは副市長が出

席していませんけど、移動支援をすべきだ

と、考えなければならないと思いますし、

特に男性の参加のところでいくと、男性は

より出不精やと思いますので、先ほどの飲

み会とか、そういうお酒の場というのもあ

りましたけども、そういったきっかけづく

りをしなければならないんじゃないかな

と思いますので、お願いしたいと思います。 

 生活支援コーディネーター配置によっ

て、やはり一定の効果が図られているとい

うことも確認できましたし、狙いどおりの

活動が展開できてるんかなと思いますの

で、さらに活動の幅を広げていただければ

なと考えておりますので、これもよろしく

お願いいたします。要望としておきます。 

 以上、あと１点だけ聞かせて。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 それでは、質問番号

１、介護予防普及啓発事業についてでござ

います。 

 せっつはつらつ脳トレ体操を収録した

ＤＶＤを高齢介護課の窓口において無料

で配布しているという取り組みを行って

おります。 

 また、インターネットでも閲覧できるよ

うにＤＶＤの内容をＹｏｕＴｕｂｅの動

画共有サイトにも掲載をしております。 

 さらにせっつはつらつ脳トレ体操普及

サポーター養成講座というのがございま

して、そちらで脳トレ体操を習得してご自

身の健康に役立てていただくとともに、普

及もしていただくという方も養成を行っ

ております。 

 このＤＶＤは短編、長編、いろいろな時

間で区切ることができますので、地域のつ

どい場などでも活用をお願いしてまいり

たいということで周知に取り組んで、この

５．７％いうことですけども、これを上げ

ていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございます。 

 質問番号１番目のところのご答弁いた

だきました。認知度の低い方に対して周知

ですね、理解いたしました。 

 先ほども申し上げましたけど、この第４

時の総合計画の総括は摂津みんなで体操

四部作というのも載ってました。これも９．

５％と認知度が低いんですね。せっかく知

恵を出し合って、恐らく手間をかけてやっ

てはることだと思いますので、ぜひ広く周

知していただくということと、認知症予防

というところにさらに努めていっていた

だきたいなと思いますので、ぜひ精力的に

取り組んでいただければなと思います。こ

れも要望としておきます。 

 以上で、私の質問を終わります。 

○渡辺慎吾委員長 次に、増永委員。 

○増永和起委員 それでは、介護保険の質

問をさせていただきます。 

 まず質問番号１、決算書１１５ページを

見ると実質収支は黒字なんですけれども、

単年度ではどうなっているでしょうか教

えてください。 

 質問番号２、介護保険の基金は幾らにな

っているのか。２０１８年度末、そしてこ

の２０１９年度末それぞれ差が幾らかと

いうことも教えてください。 

 それから、質問番号３、施設整備費です

ね、以前２０１８年度に公募をして２０１

９年度に整備をするとお話を伺っていた

と思いますが、どのようになっているので

しょうか。 
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 質問番号４番です。第７期の介護保険料

をお伺いします。基準額で結構です、幾ら

になっているのか。 

 それから、昨年１０月に消費税が増税さ

れたわけですけれども、２０１９年度の保

険料に影響があったと思うんですけれど

も、どういったことがあったのか教えてく

ださい。 

 質問番号５番です。保険料の減免制度が

あります。国保と同じように新型コロナウ

イルス感染症に係る減免、２月、３月の分

が２０１９年度には遡及をされていると

思います。新型コロナウイルス感染症に係

る減免、それから条例減免、摂津市独自の

減免があると思います。それぞれ内容と件

数どんな状況であったか教えてください。 

 ６番目です。総合事業は介護給付は外し

て摂津市の独自の形というか、摂津市が責

任を負わないといけないというような格

好で総合事業が行われています。摂津市で

は原則、現行どおりのサービスをきちんと

提供していただいているということで、大

変評価をしているところでございます。 

 しかし、その中でもＡ型とかＣ型とかと

いうものを取り入れているというところ

なんですけれども、このＡ型、Ｃ型それぞ

れ内容や状況を教えていただきたいと思

います。 

 それから、質問番号７番です。必要な人

には必要なサービスをということで今ま

でどおりの現行どおりのサービスを原則

提供していただいているということで、大

変評価していますといったところなんで

すけど、その必要な人には必要なサービス

というのは、どの人が必要なのかというよ

うなことをきちんと判定しなくてはなり

ません。 

 今まで摂津市は、原則、介護認定審査を

受けていただくということでやっていた

だいていたと思うんですが、今、基本チェ

ックリストの活用を広げているという状

況だと思います。この内容、何件やってい

るのか。介護の更新の方とか新規の方いら

っしゃると思うんですけど、それぞれ分け

て数字を教えていただきたいと思います。 

 質問番号８番です。総合事業には上限を

設けられていて、サービス事業費削減をす

るために国のほうは誘導策ということで

行っていると思います。これ以上は出さな

いというようなことを国が決めている。そ

こが介護給付とは違うところだと思うん

ですけれども、摂津市の場合、この総合事

業の上限について、今どんな状態になって

いるのか教えてください。 

 続きまして、質問番号９番です。決算書

９６ページに保険者機能強化推進交付金

というのがあります。この内容と、摂津市

はこの交付金についてどのように考えて

いるのか教えていただきたいと思います。 

 質問番号１０番、最後です。コロナ禍で

介護事業所、ほんとに対応を苦労してると

思うんですけれども、その状況をどのよう

につかんでおられるのか。また、いろいろ

支援もしていただいていると思うんです

けれども、どんな支援をしていただいてい

るのかということについて教えてくださ

い。 

 以上、１回目です。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 それでは、お答えを

させていただきます。 

 質問番号１、決算の状況ということでご

ざいますけども、令和元年度決算は黒字を

確保できたということで、歳入が約６５億

円、歳出が約６４億円ということで約７，

１００万円の黒字ということで、円単位で
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申しますと７，０９２万９，６５６円とい

うことで黒字も確保できております。 

 保険給付につきましては、計画値以内に

はなっておるんですけども、平成３０年度

と比べますと８．４％の伸びということで

４．５億円ほど給付費が伸びておるんです

けども、令和元年度決算といたしましては

安定的な財政運営ができているというこ

とで考えております。 

 続きまして、質問番号２番、基金の状況

でございます。 

 令和元年度末の残高ですが、約６．３億

円ということで、円単位で申しますと６億

３，１１３万６，５７３円ということで、

平成３０年度末残高と比べますと平成３

０年度末が約６．６億円、円単位で申しま

すと６億６，４９７万８，６８６円という

ことで、３，０００万円程度減らしており

ますけども、こちらは保険給付の伸びに対

しまして計画どおり取り崩しを行ってい

るということでございます。 

 現時点での令和２年度の当初予算ベー

スにはなりますけども、当初予算ベースで

も取り崩しなどをしておりますので、現在

で加味しますと予算ベースで約５．８億円

となっております。 

 続きまして、質問番号３番、施設整備に

ついてでございます。 

 施設整備につきましては、７期中の建設

を目指してやってまいりましたが、地域密

着型の施設ということで３施設ございま

すが、現在建設中のものが一つだけという

ことになっております。まずは小規模特別

養護老人ホームということと、もう一つが

看護小規模多機能型居宅介護というもの

と、認知症対応型高齢者グループホーム、

この３施設の公募を行ってまいりました。 

 その結果、現在は安威川以南地域に認知

症対応型の高齢者のグループホームが１

施設建設中ということでございます。現在、

建設中でございますので、来年度中のサー

ビス開始ということで現在、見込んでおり

ます。 

 小規模特別養護老人ホーム、通称、小規

模特養というものにつきましては、なかな

か応募がないという状況でございまして、

一方の看護小規模多機能型居宅介護につ

きましては、現在、事業所から参入したい

というお問い合わせもございまして、こち

らが第８期に向けてできるかどうかとい

うことは、また位置づけていきたいと考え

ております。 

 ただ、小規模特養につきましては、土地

と建物とか課題がございまして、場所の確

保、あと、人材確保の課題もあるというこ

とで考えております。 

 小規模特養につきましては、国の報道発

表によりますと、新聞報道なんですけども、

小規模特養の利益率が他のサービスに比

べて低いというのが載っておりまして、二

十何個のサービスがあるんですけども、一

番低いということで、なかなか事業所にと

っては赤字の懸念がございまして、採算ベ

ースに乗ってこないんではないかという

ことで考えております。 

 一方、今回できます認知症対応型グルー

プホームの利益率は、結構高く載っており

まして施設によって経営面での影響があ

るのかなと感じております。 

 いずれにしましても、今まで施設ができ

ていないということは重く受け止めるべ

きだと考えておりますので、今後もどの時

期に位置づけるのかいうことは検討して

いきたいと考えております。 

 次に、質問番号４番、保険料の軽減の状

況ということでございますが、こちらは令
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和元年１０月１日から消費税増税という

ことで、第１段階の保険料はさらなる軽減

の拡大となりまして、対象とはなっていな

かった第２段階、第３段階の方の保険料も

軽減されたということがございます。 

 月額で申しますと、第１段階の方は平成

３０年度が２，６０５円から令和元年度が

２，１７１円。第２段階の方が平成３０年

度は４，０５３円、令和元年度が３，３２

９円、第３段階の方が平成３０年度は４，

３４２円、令和元年度は４，１９７円とな

っておりまして、この影響の人数もござい

まして、令和元年度は第１段階の方が４，

３１８人、第２段階の方が１，９９４人、

第３段階の方が１，９５９人で８，２７１

人ということになりますので、被保険者の

約３８％の方が対象となっております。 

 続きまして、質問番号５番、減免でござ

います。 

 三つございますけれども、条例減免が災

害とか著しい収入の減少とか、こういう方

の要件が定められておりますけども、令和

元年度の該当者が災害が７名、２４万１，

７３５円ですね。著しい収入の減少という

のが５名、１２万７，３８０円ということ

になっております。 

 独自減免は保険料段階が第２段階、第３

段階の方の保険料が賦課されている方で

すけども、年間収入が一人世帯で１２０万

円以下、他の世帯員の扶養親族とされてい

ないこと、居住用以外の土地建物を有して

いないこと、預貯金が３５０万円以下の全

ての要件を満たす方が対象となってござ

いまして、令和元年度は１３名の方で１８

万１，８０６円となっております。 

 もう一つ、新型コロナウイルス感染症に

係る減免というものもございまして、新型

コロナウイルス感染症の影響により収入

が減少された方が多くいらっしゃるとい

うことでございまして、こちらは国の通知

に基づきまして保険料の減免を行ってい

るということで、９月末時点で５６名の方

を対象としておりまして、こちらが約３６

３万円の減免を決定いたしております。 

 続きまして、質問番号６番、総合事業で

ございます。 

 総合事業ですが、訪問型サービスＡ、通

所型サービスＣというものをやってござ

いますが、訪問型サービスＡはシルバー人

材センターや株式会社布亀、２者に委託を

しておりまして、掃除や洗濯、買物などの

生活援助を行っております。令和元年度の

実績ですが、３名ございました。 

 通所型サービスＣは保健センターを事

業者といたしまして、リハビリの専門家が

一人一人に合ったプログラムを作成し、３

か月もしくは６か月の集中的な運動指導

が実施される短期間のサービスでござい

ますが、こちらは令和元年度の実績といた

しましては、利用者が３７名となっており

ます。平成３０年度と比べますと訪問型サ

ービスＡは同じく３名でした。通所型サー

ビスは平成３０年度は４０名となってお

りますので、若干減っているということで

ございます。 

 続きまして、質問番号７番、チェックリ

ストでございます。 

 チェックリストの内容と件数というこ

とでございますが、チェックリストの利用

人数につきましては、令和元年度が４２名

の方でございます。令和元年度につきまし

ては、利用者視点に立って少しでも早く介

護サービスにつないで介護予防に取り組

めるようにしてほしいというお声もあり、

ご意見もありましたので、それぞれの方の

状況に応じて早くサービスが提供できる
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ように、令和元年７月から要介護認定の更

新に対象者への案内を行っております。 

 また、新規申請者におきましても、使用

する予定のサービスが訪問介護や通所介

護のみに限られている場合に、要介護認定

の申請とチェックリストの申請、こちらを

選択できるように案内をさせていただい

ております。 

 ４２名のうち、更新時にチェックリスト

を選択された方が３６名、新規申請でチェ

ックリストを選択された方が６名となっ

ております。 

 続きまして、質問番号８番、総合事業の

上限ということでございます。 

 令和元年度の実績が上限額から２，３３

５万９，２３０円下回っておりますので、

約２，３００万円程度余裕があるというこ

とで結果となっております。 

 続きまして、質問番号９番、保険者機能

強化推進交付金でございます。 

 保険者機能強化推進交付金は、市町村が

自立支援、重度化防止等の取り組みを支援

するために国が平成３０年度から新たに

創設した交付金でございます。令和元年度

は１，２４７万９，０００円が交付されま

して、うち、４７１万２，０００円を地域

包括支援センターのシステムの再構築に

執行いたしております。残りの７７６万７，

０００円につきましては、基金に積み立て

ておるという状況でございます。 

 こちらは第１号被保険者数と評価点に

よって決まるという交付金でございまし

て、ＰＤＣＡサイクルの活用によりまして

保険者機能の強化に向けた体制の構築や

自立支援、重度化防止に資する施策の推進、

介護保険運営の安定化に資する施策の推

進など、６５項目がどれだけ実施できてい

るかということを評価するものとなって

おります。 

 ただ、使い道がなかなか限定されており

まして、現状これに使う予定は今のところ

ありませんので検討していくということ

にはなっていきますけれども、こちらはよ

り使いやすい交付金となるように、近隣他

市とも連携して、国とか府に使いやすいよ

うに要望してまいりたいと考えておりま

す。 

 質問番号１０番目、新型コロナウイルス

感染症ですが、やはり介護保険の利用者、

コロナ禍前に比べては影響を受けてるん

だろうと思っておりまして、緊急事態宣言

前後、アンケートも取りますと、やはりデ

イサービスとかショートステイの利用が

減っているということで１割から３割程

度ですか、平均すると２割程度利用者が減

っているということでして、足元を見てい

ますとショートステイは夏から秋にかけ

まして、だんだん回復はしてると見てるん

ですけども、デイサービス以外はある程度、

コロナ禍前までの水準に利用状況は戻っ

てきてるんじゃないかなと思っておるん

ですけれども、デイサービスがまだ減って

いると。コロナ禍の前までにはなかなかき

ていないということで、これは新聞報道に

よりますと全国的な傾向でそうなってる

ということでございました。 

 ということで、新型コロナウイルス感染

症に関しましては、利用者自身にも影響を

与えていると、サービスが利用できないと。

サービス利用ができないので事業者の継

続にも影響を与えているということで考

えておりまして、我々としては応援給付金

もさせていただきまして、１万円でござい

ましたけども、１０２施設、１，５１２人

の方に利用していただいているというこ

とにもなっております。 
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 またこちらでも用意できるものにつき

ましては、マスクとか消毒液、こちらも提

供もさせていただいているということで、

そちらにつきましては引き続き必要な事

業者にとっては連絡をしていただくと提

供していきたいと思っております。 

 現在、援助が必要ということでして、国

におきましても新型コロナウイルス感染

症の緊急包括支援事業というのがござい

まして、補助金なんですけども、こちらが

内容としましては介護施設、サービス事業

所が感染症対策を徹底した上で介護サー

ビスを提供するために必要となるという

ことで、当然余計に費用がかかってきてお

りますので、我々、かかり増し経費と呼ん

でおりますけども、これを助成するという

事業がございまして、感染症対策に要する

衛生用品の購入費ですとか、人員がふえて

しまいますので追加の人件費の助成、タブ

レット購入の助成とか、こういうものも含

まれておるんですけども、こういう補助が

ございます。 

 本市としましては、補助金の申請期間が

今年度末になっておりますので、現在させ

ていただいておりますのは、申請漏れがな

いように事業者にはしっかりと専用サイ

ト、医療介護つながりネットとか、紙媒体

ですね、しっかりと通知をさせてもらって、

しっかりとこれを利用していただくとい

うことで周知を行っているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 増永委員。 

○増永和起委員 ２回目の質問をさせて

いただきます。 

 まず今年度の決算です。単年度も黒字で

すということでした。今回は第７期の中間

年度に当たると思うんです。３年間が第７

期の期間ですのでね。第７期全体の見通し

というものについても教えていただきた

いと思います。 

 次に、質問番号２番、基金です。 

 基金は取り崩したけれども、これは計画

的に取り崩している範囲だというような

お話でした。その３年間、１年目は基金を

積み上げると、２年目はとんとんで、３年

目はそれを取り崩して給付に充てると計

画がなされてると思うんですけれども、今

までは摂津市の場合は、３年目の末にどか

んと黒字が出て、この黒字が基金に積まれ

るわけなんですけれども、次の期の保険料

引き下げに基金を全部使うと、いつもお答

えはいただくんですが、その次の期のとき

に取り崩す基金というのは、この３年目の

最後の分じゃなくて、２年目の最後のとこ

ろを計画の中に入れていくわけですね。 

 だから、３年目のところが入らなくて、

ここがぼこんと浮いてしまうと。前回は３

億円浮いてきてしまったわけですけれど

も、こういうようなことになってしまうと

いう可能性が今回はどうなのか。今年度末

になると思うんですけど、このことも見据

えた来期、つまり第８期の保険料設定とい

うのについて考えておられるのかどうか

ということについてお尋ねをしたいと思

います。 

 ３番目の施設整備です。なかなか手を挙

げてくれるところがないと難しいという

ことについては、よく理解ができます。施

設は必要だけれども、摂津市だけが単独で

造っていくものとは違いますので、今おっ

しゃったように小規模特養なんかは事業

所のメリットというのがなかなか難しい

ので、経営そのものがやっていけるのかと

いうことを関わってくると思うです。 

 ここは何か工夫をしていただきたいと
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思うんですけれども、これも今まで何度も

指摘させていただきましたが、計画の中に

は入ってサービス費がここで見込まれて

保険料引き上げにつながるということに

なってきたわけですが、第８期に向けてそ

ういうところら辺を改善を何か考えてお

られるんだったら、それについても教えて

いただきたいと思います。 

 質問番号４番です。保険料ですけれども、

１０月に消費税増税で、２０１９年の４月

から増税を見込んで保険料の改定があっ

たというお話なんですけれども、今のお話

にありましたように、第１段階、第２段階、

第３段階、ここの保険料の改定ということ

なんですよね。１番の基準額５，７９０円

ですかね。この基準額の方というのは本人、

非課税の方で、ここを基本にいろんな段階

の金額が決まっていくというとこなんで

すけど、この基準額には消費税の影響とい

うのは考えられていない、このままの金額

でいってるということやと思うんです。や

はり全ての方々に対して増税の影響とい

うのはあるわけです。 

 基準額が本人非課税だということから

考えると、基準額だから裕福なんだという

ことにはならないと思いますので、ぜひと

もしっかりと保険料のことについては考

えていただきたいと思います。国に対して

もそういう要望を上げていただきたいと

思いますが、第８期に向けての保険料とい

うところで、しっかり考えていただきたい

なと思いますが、今後の保険料の見通しに

ついて教えていただきたいと思います。 

 質問番号５番です。 

 新型コロナウイルス感染症に係る減免、

条例減免、独自減免それぞれ教えていただ

きました。保険料減免できた方は非常に喜

ばれています。ただ、人数的に大変少ない

なと思うんです。ぜひともこういう減免が

ありますよというのを、新型コロナウイル

ス感染症に係る減免のときは頑張ってし

っかり知らせていただいたと思うんです

けれども、ぜひ条例減免や独自減免も、ま

ずは周知をするというところで、使ってい

ただける方には使っていただけるように、

独自減免なんかは条件さえ合えば、こうい

う条件ですというのをはっきりしてるわ

けですから、私それ条件合うわという方が

いらっしゃるかもしれません。ぜひその辺

は周知をしていただきたいなと思います。 

 それと、これは保険料の減免なので利用

料の減免というのはないわけです。お金が

なくてサービスを減らすという人もたく

さん出てきています。ぜひ利用料減免とい

うものも考えていただきたいと思います。

５番は要望にしておきます。 

 続きまして、質問番号６番です。総合事

業です。 

 先ほども言いましたけれども、やはり必

要な方には必要なサービスをしっかり受

けていただくと、何回も答弁をいただいて

おります。訪問のＡ型も件数が少ないです

ね。これは普通の現行等のサービスでない

ところのサービスを利用されたいという

方なのかなと思います。 

 通所のＣ型というのは特殊な、そのとき

にしっかりみっちりやるとやつですから、

これは別に削減せえとかそんなことは思

っておりませんので、状態に応じてしっか

りサービス利用をしてもらっていただい

たらいいと思います。 

 ぜひ今後も現行どおりのサービスとい

うのがまずは原則なんだということにつ

いて、必要な人には必要なサービス、しっ

かり受けていただく、現行どおりの原則と

いうことについて確認をしたいので、その
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点についてお答えください。 

 続きまして、質問番号７番です。基本チ

ェックリストです。 

 要介護認定が幾らであるとか、要支援が

幾らであるとか、そういう要介護の認定審

査をちゃんと受けていただいて、この人に

とって介護サービスがどの程度必要なの

かというようなことが、まずは先ほど言っ

た必要な人には必要なサービスという前

提になると思います。それを簡易な基本チ

ェックリストで済ませてしまうというの

は、やはりいかがなものかと思うわけです。 

 もちろん介護認定で非該当になった方

にチェックリストを使ってもらう、これは

いいと思うんです。だけども、まずは介護

認定審査をしっかり受けていただくとい

うことを、ぜひ基本に戻していただきたい

なと思います。 

 国のほうも基本チェックリストという

のは、あくまで本人や選んでやるものなの

だということ、これが原則だと言ってるわ

けですよね。だから摂津市の場合は、市の

ほうで更新の方なんかは、この方は基本チ

ェックリストでいけるやろうというたら

基本チェックリストの申請用紙しか封筒

に入れて送らないという形になってると

思うんですけれども、２枚送っていただく

というようなね、どっちも選べるようにと

いうのなら、ケアマネージャーと一緒にサ

ポートをして、どうしましょうという話が

できるというような、せめてそういうふう

にしていただきたいと思うんですが、いか

がでしょうかお答えください。 

 続きまして、８番です。総合事業費の上

限の話です。 

 まだ上限までは行ってないよというお

話だったと思うんですけれども、国が総合

事業費に上限を設けるというのは、やっぱ

りサービス削減を自治体にやらせるとい

うことが、本来の目的やと思うんですね。 

 ぜひともしっかりとこの原則を守って、

サービス提供をしっかりするという立場

を守ってもらいながら、国に対してもこう

いうサービス削減、事業費を削減するよう

なことはやめよと、上限設けるようなこと

をやめよということで働きかけてもらい

たいと思いますので、この点については要

望としておきます。 

 続きまして、質問番号９番です。保険者

機能強化推進交付金、これも先ほど説明い

ただきましたように、自立支援、卒業とい

うような言い方をよくします。介護保険で

サービス卒業ってね、よほどでないとそん

なことはなかなかないと思います。 

 例えば、けがをしてリハビリして治りま

したというようなことはあるやろうけれ

ども、日々日々高齢になって機能が衰えて

いって、せめてそれを維持していくために

みんなが頑張ってはると思うんですけれ

ども、それがどんどん回復して介護サービ

ス使わなくてよくなるよという方は、なか

なか少ないと思うのですが、国のほうはそ

ういうことをやれということで、どれだけ

卒業させたかということを目標にしてい

るところをモデルケースとして紹介する

こともやっておりますが、やはりこのこと

については、ほんとに必要な方に必要なサ

ービスを提供しなければ、回り回ってそれ

はもっと介護度を上げてしまうというか、

より大変な状態にこの人を追い込んでし

まうということにもつながりますので、ぜ

ひそこの姿勢については、しっかりと考え

ていただきたいと思います。 

 それについて使い道もよくないという

お話もありました。何にでも使えるお金じ

ゃないということもありましたけれども、
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その先ほどの話とも重なりますけれども、

自立支援の名の下にサービスを削減する

ようなことにやっていくようなことには

ならないのかということについても確認

をしたいと思いますのでお願いいたしま

す。 

 質問番号１０番です。 

 新型コロナウイルス感染症の対応にい

ろいろと細やかに気を配っていただいて

やっていただいているというのがよく分

かりました。この問題もぜひともいろんな

ところの相談も含めて行っていただきた

いし、国への働きかけとかもしていただき

たいと思います。 

 全国では事業所はどんどんと閉所して

しまうというような自体もございます。も

しもクラスターが発生したりしたら、そこ

の施設の人たちがどこで利用ができるの

かということもございますので、ぜひ対応

をしっかりしていただきたいと思います。

１０番については要望としておきます。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 増永委員、ちょっと確

認しておきたいんですけど、将来の見通し

とか今年度はどうかというのは、これは決

算審査ですので、令和元年度、過去のこと

に関しては質問ということになると思う

んです。 

 今後の見通しということになったら、本

来は決算審査にはふさわしくないと思う

んですが、ただ、理事者側として答えます

ということでしたらお答えお願いしたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 質問番号一つ目で

す。 

 第７期の中間が終わりまして、今年第７

期の最終年度ということで、全体の見通し

でございますけども、令和元年度につきま

しては、黒字を確保できたと一定思ってお

るんですけども、今年度につきましても、

恐らく黒字は確保できるだろうと思って

おりまして、第７期全体を通じて黒字を確

保できるという見込みを現在は思ってお

ります。 

 ただ、やはり先ほども申し上げましたと

おり、給付費が今後にもなるんですけども、

給付費がなかなか見通しが難しいという

ことがございまして、令和元年度は対前年

度比で８％の給付費が伸びていると言っ

ておったんですけども、今までも１桁台で

すね、８％にはいかないですけども、それ

よりも低いパーセンテージで伸びてきて

いると。これは後期高齢者がどんどん増加

してきますので、やむを得ないと思ってお

るんですけども、今年度につきましては、

コロナ禍でして、利用者がなかなか利用が

できないという状況も続いておりますの

で、今年度につきましては、なかなか８％

とかそういう高い数字の伸びにはなって

こないんであろうとは現在では考えてお

ります。 

 ということでして、第８期につきまして

も今年度の決算見込み、どれくらいの給付

が伸びていくのか、また、もしくは伸びて

いないのかというものを含めまして、今後

の課題であるとは思っております。 

 質問番号２番、基金でございます。 

 基金につきましては、現在約６．３億円

ということで、当初予算ベースで５．８億

円あるということがございました。基金も

最終年度、過去の例でいいますと平成２９

年度の精算の分が第７期の保険料には使

われなかったということも一定ございま

した。そういうのを踏まえまして、ただ、

今年度どうするかということにつきまし
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ては、決算見込みを見て、決算見込みが分

かりますと、それによって財源ですね、国

費が幾らとか府費とか保険料、このような

保険料は幾らとか、そういうのが分かって

きますので、年末にかけまして幾ら基金が

必要なのかということも大体分かってく

るということにはなってまいろうかと思

います。 

 そういった中で、今後、状況を見極めな

がら第８期の保険料に幾ら活用できるか

検討してまいりたいと思っておりまして、

私としましては、基金を取り崩して保険料

の上昇を抑えると、基本的にはそのような

考え方を持っておりますが、ただ一方で、

予算額ですね、これは令和２年度で申しま

すと７０億円を超えてきているという状

況もございまして、介護保険の安定的な財

政運営という観点から申しますと、一定の

基金を確保していくことも重要だと考え

ておりまして、例えば給付費が単純に７０

億円だとしまして、１％は７，０００万円

でございますので、仮に計画値以上に給付

費が１％ふえれば７，０００万円必要です

よということになってまいりますので、令

和元年度は８％の伸びということになっ

ておりますけども、１％ふえれば１億円か

ら７，０００万円とか、そういう規模でい

るということになってまいります。 

 一定の基金の確保が必要だとも考えて

おりますけども、保険料の上昇を抑えると

いう考え方もありまして、こちらにつきま

しては、今後、介護保険運営の保険料と基

金の使い方のバランスが大事だなと思っ

ておりますので、年末にかけまして調整を

していきたいと思っております。 

 質問番号３番、施設整備でございます。 

 施設整備につきましては、なかなか現状、

先ほど小規模特養が難しいというお話を

させていただきました。委員からご指摘を

いただいております、施設ができないとい

うことが保険料が高くなって、基金が積み

上がってる要因の一つだというご指摘も

いただいております。 

 今回、我々、グループホームが一つでき

まして、それは大変よかったなと思ってお

るんですけども、こちらは募集の方法とい

たしましては、第７期中に募集をして建設

までしていただくということになります

と、今年度末に完成と仮にしますと、第７

期の保険料に入っていないということに

なりまして、一つの参考になるのではない

かなと思っておりまして、一番きれいなの

が、建物が建ったので給付に反映するので

保険料にも反映するというのが一つきれ

いなのかなとは思っておるんですけども、

そういうことも踏まえながら考えてまい

りたいと思っております。 

 ただ、一方で看多機と言われております

看護小規模多機能型居宅介護というもの

もあるんですけども、こちらが今、参入す

る事業所の声が上がっているということ

で、これをちょっとどう位置づけるかによ

って、こちらも事業所、興味を持っていた

だいてるというのはあるんですけども、実

際に例えば場所ですよね、そこがあるのか

どうかとか、具体的に話として上がってく

るのかとか、そういう点を見極めまして、

施設整備につきましては全体として第８

期にどう反映させていくかというのは、今

後、検討していきたいと思っております。 

 質問番号４番でございます。保険料の軽

減についてでございます。 

 こちらも現在、第１段階の方と第２段階、

第３段階の方ということでありまして、こ

ちらも来年度につきましては国からまだ

来ておりませんので、どうなるかが分から
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ないということはあるんですけども、ただ、

保険料について言いますと、委員からもご

指摘にはなっておるんですけども、先ほど

の減免につきましても利用促進というこ

ともございますので、保険料とかこの運営

につきましては、他市の状況をもう一回確

認しながら、例えば独自減免につきまして

も同じ条件のようなところで利用者が全

然違うよというお話もいただいたりもし

ておりましたので、確認をしていきたいと

思っております。 

 質問番号６番です。総合事業です。 

 総合事業につきましては、訪問型サービ

スＡと通所型サービスＣというのがござ

いまして、現行相当もございます。今後も

現行相当のサービスは継続していくとい

う考えには変わりはございません。 

 ただ、我々としましては、利用者の選択

を優先するということで、基本的な考え方

としましては、我々としては多様なサービ

スを用意をして提供できる体制を取ると

いうことは大事なのかなと思っておりま

す。 

 その中で、高齢者お一人お一人が自分に

合ったサービスは何なのかということで、

しっかり選択をできる体制を取っていく

ということが大事なのかなと思っており

ます。 

 質問番号７番でございます。チェックリ

ストでございます。 

 チェックリストにつきましては、我々の

考え方としましては、こちらも新規申請の

方にも選択肢の幅を広げるために、早くサ

ービスを使いたい方には訪問とか通所と

かのみの方もおられますので、ご案内をさ

せていただいているということでござい

ます。 

 チェックリストはご本人に要介護認定

も受けることができますよということを

お伝えをさせていただきまして、ご本人が

納得をされているということで、本人の意

思によるものということでございますの

で、そこでは丁寧に、状況が変わればいつ

でも介護認定を受けることができますよ

ということもお伝えをしております。 

 我々としましても、ケアマネジャーとか

市の職員が利用のニーズを丁寧に聞き取

って、本人からしっかりとお話を聞くとい

うことで、専門的なサービスが必要な方に

は専門的なサービスが提供できる体制を

取っていくということで思っております

ので、ご本人の選択の一つとして納得して

ご利用していただくということで、現在さ

せていただいているところでございます。 

 質問番号９番でございます。保険者機能

強化推進交付金でございます。 

 こちらにつきましても、国に要望もして

いくということで今、考えておりますけど

も、こちらの評価点とかもありますけども、

我々としては自立支援とか重度化防止に

対する取り組みは積極的に行っていくと

いうことは考えておりますけども、その中

でも現行相当は維持をしていくというこ

とで考えておりますので、そういうことも

含めながら、国の考え方も我々としては見

ていって、それが摂津市のためになるとい

うことであれば、国の指標を参考にしなが

ら介護予防や重度化防止の施策を進めて

いるということでございます。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 増永委員。 

○増永和起委員 それでは、３回目です。 

 質問番号１番、第７期全体の見通しとし

ても黒字になるんじゃないのかなという

ようなお話でした。新型コロナウイルス感

染症の中で大変でしょうけれども、見据え
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ながら第８期の計画を立てていっていた

だきたいと思います。要望といたします。 

 質問番号２番です。基金です。これも今

までよりも前向きなお答えいただいたか

なと思います。余ったんだからしょうがな

いというようなね、そういうことじゃなく

て、きちんと保険料引き下げ、安定的な運

営というようなこともあるかとは思いま

すが、払えなくなったりとか、それ払って

るからご飯が食べられないとか、そんなこ

とにならないように、ぜひきちんと考えて

お願いしたいと思います。要望としておき

ます。 

 ３番目、施設の整備費です。なかなか手

を挙げてもらうところが難しいというこ

とについては、じゃあ、もうやめなさいと

いうつもりではございません。もちろんそ

ういう施設を必要とされる方々がたくさ

んいらっしゃると思うので、そこはしっか

りと、どんなことをしたら建てることがで

きるのかというようなことも考えながら

進めていっていただきたいと思います。絵

に描いた餅みたいなのを何年も続けると

いうことについてはどうかということで

ございますので、ぜひよろしくお願いしま

す。要望とします。 

 ４番です。第７期の保険料についてお伺

いしてきたわけですけれども、何遍も言っ

てますけど、非常に保険料が高い、年金か

ら天引きされる、または払えないぐらいの

年金しかない方は滞納になっていくこと

がありますので、第８期はぜひ値上げをし

ないようにしていただきたいと思います。

要望といたします。 

 ６番です。総合事業です。原則、現行ど

おりということでやっていただいてるこ

とを大変評価しています。必要な方には必

要な介護をということは、そういう思いで

いてくださってるものと思っています。 

 ただ、多様なサービスもあって選べるよ

うにしたというお話でございました。必要

な人がそこへ追い込まれないようにする

ためには、非常に丁寧な対応というのが必

要になってくると思うんです。本人が選び

はったんですから、それでというようなや

り方をしないでいただきたいと思います

ので、これも要望としておきます。 

 また、要介護１、２も総合事業に移行さ

せようというような国の動きもあります

から、それについては反対をぜひしていた

だきたいと思います。それも要望です。 

 それから、７番です。基本チェックリス

ト、ここについては選択肢があるよという

ことでございますけれども、介護認定だっ

たら不服審査請求ができます。でも基本チ

ェックリストは、自分はそれに対して不服

だと思っても不服審査請求はできないわ

けですね。 

 じゃあ、介護認定審査を受けたらいいじ

ゃないかという話にチェックリストを受

けてからなるわけですけれども、そういう

ことも分からない、特に新規の方なんかは

分からないと思うんですよね。そういうこ

とがないようにしていただきたいし、例え

ば要支援２とかの方で、税の障害者控除を

受けれる方もいらっしゃると思うんです

よ。 

 でも、チェックリストでやっちゃうと、

そういう控除も受けられないんですね。

様々リスクがあるということについても

きちんと説明として、これをするとこうな

るですよというようなことも本当に選択

をしてもらうというのが、すごく難しい作

業です。こういうことをぜひきちっとやっ

ていただきたいと思います。私は基本チェ

ックリストじゃなく、原則、要介護認定審
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査に戻していただきたいと思いますけれ

ども、よろしくお願いいたします。これも

要望にします。 

 ９番、保険者機能強化推進交付金です。 

国の大きな流れ、費用を削減したりとか、

交付金をつけたるからどんどんと卒業さ

せなさいとか、そういう流れに乗らないで

ほしいということが趣旨でございますの

で、ぜひほんとに市民の皆さんのためにな

るように頑張っていただきたいと思いま

す。 

 これで私の質問を終わります。ありがと

うございます。 

○渡辺慎吾委員長 ほかにございません

か。 

 水谷委員。 

○水谷毅委員 それでは、１点質問をさせ

ていただきます。 

 認知症総合支援事業の件です。決算概要

の２５２ページに認知症総合支援事業に

ついて掲載をされておりますけども、これ

についてお伺いをしたいと思います。 

 これは平成３０年度から実施をされて

いる事業だと認識をしておりますけども、

令和元年度に取り組まれたことについて

教えてください。 

 以上です。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 認知症総合支援事

業でございます。 

 この事業は、令和元年度につきましては

認知症初期集中支援チームと認知症地域

支援推進員の活動が主なものとなってご

ざいます。 

 具体的には認知症初期集中支援チーム

の活動といたしましては、相談対応は２４

件、チーム支援を１３件、訪問を延べ７０

回行っております。認知症支援チームに介

入の前では認知症の診断を受けておられ

た方がお一人で、介護サービスを利用され

ていた方もお一人でございました。この介

入の結果、認知症の診断を受けることがで

きた方が１１名、介護保険サービスの利用

につながった方も８名おられまして、必要

な医療と介護のサービスにチーム員が関

係することでつなげることができたと考

えております。 

 もう一つの認知症地域支援推進員の活

動といたしましては、認知症支援プロジェ

クトチーム会議を５回開催をいたしてお

ります。会議では、新しい取り組みといた

しまして、認知症ひとり歩き声かけ模擬訓

練の実施に向けた手引書の案を作成をい

たしました。 

 また、地域における講座として、認知用

市民公開講座を開催しております。講座で

は国立循環器病研究センターのドクター

による講演や医療関係者によるパネルデ

ィスカッションほか、市職員から認知症が

心配される場合に備えて相談先や平成３

０年度に全戸配布をさせていただきまし

たけども、認知症ケアパスの周知もさせて

いただきました。 

 そのほか認知症について理解を推進す

るためのイベントといたしまして、認知症

の方や家族、支援者、一般の方がたすきを

つないでゴールを目指すイベントＲＵＮ

伴（ラントモ）も開催いたしております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 令和元年度の活動実績に

ついては理解をいたしました。 

 認知症ひとり歩き声かけ模擬訓練の実

施に向けまして、実施手引書の案を作成し

たということなんですけども、今後の展開

を分かる範囲で教えてください。 
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○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 認知症ひとり歩き

声かけ模擬訓練につきましては、現在、徘

回をされている方々が、地域の方がこれを

早く気づいて適切な声かけを行うための

模擬訓練ということでございますけども、

これを現在はプロジェクトチームのメン

バーでしておるんですけども、これを今後

は地域に広げていきたいという考え方は

思っております。 

 以上でございます。 

○水谷毅委員 今月号の広報せっつの表

紙部分、トピックスの欄にも訓練の様子が

載っておりまして、具体化されてきたんだ

なということを感じました。すばらしい取

り組みであると思いますので、これを一つ

のスタート時点にして今後も頑張ってい

ただきたいと思います。 

 摂津市内には認知症サポーターが３，０

００人以上いらっしゃるわけなんですけ

ども、今後、認知症サポーターをはじめと

する地域の方々と共同でこの訓練が広く

展開されるように要望していきたいと思

います。 

 一般質問でも触れさせていただいたん

ですけども、見守り活動というのが、今後

ますます必要とされるとなってくるので

はないかと思います。 

 現実に、渡辺委員長と私の会話の二、三

割は、お母ちゃんどうしてるということで、

共に認知症の親を抱えて、感謝の気持ちと

同時に、どうしていったらいいんだという

ジレンマの中で日々生きておるわけなん

ですけども、３，０００人の認知症サポー

ターがいらっしゃるわけですけども、いろ

んな事情で研修を受けられた方がおられ

ると思います。 

 大半が自身のことであったり家族のこ

とで選ばれたと思うんですけども、これら

の方が今後サポーターとして地域でどう

いうふうに活動していただくかというの

は、非常に必要なことでもありますし、ど

うやって進めていったらいいんやという

ことで頭を悩ますところではないかなと

思います。 

 そういう意味では、現状の社会資源とい

うか、例えば、現在ライフサポーターが５

名いらっしゃいます。今までの認知症サポ

ーターの人が、いきなりライフサポーター

になれるかというたらなかなか難しいと

思うんですけども、そのためのお手伝いを

したいという方だったらいらっしゃるの

ではないかなと思います。 

 そのライフサポーターについて、あるい

は私も地域の福祉委員会の一員ですけど

も、民生委員の成り手も今後非常に厳しい

状態になっておりますので、認知症カフェ

や介護施設へのトライアル事業、ちょっと

新型コロナウイルス感染症でペンディン

グになってると思うんですけども、そうい

った方々に幅広く声をかけていただいて、

いち早く形にしていただきたいことを要

望して終わります。 

○渡辺慎吾委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 それでは、１点聞かせて

いただきたいと思います。 

 決算概要２５２ページの家族介護支援

事業についてですけれども、この事業の中

には紙おむつ券の給付が入っていると思

います。紙おむつ券の給付状況についてお

聞きをしたいと思います。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 家族介護支援事業

についてでございます。 

 令和元年度の支給状況といたしまして

は、年間支給額が１万２，０００円の対象
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者として、こちらは要介護認定をお持ちで

ない方を含む要介護２以下の方で、非課税

世帯の方、こちらが２７０名で９９４枚を

利用しまして、決算額としては２９８万２，

０００円を給付しております。 

 年間支給額３万６，０００円の対象者と

しては、要介護３以上で所得割額が１６万

２，９００円以下の方、こちらが２１５名

おられまして、１，７７２枚を利用して５

３１万６，０００円を給付しております。 

 さらに年間支給額は７万５，０００円の

対象者といたしまして、要介護３以上で所

得割額が１６万２，９００円以下の方で、

かつ家族介護者全員が非課税の方１０７

名おられまして、１，９１７枚を利用して

５７５万１，０００円を給付しております。 

 また、入院されている方への助成といた

しまして、１８４枚利用がありまして、５

５万２，０００円を給付いたしております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 給付状況をお答えいた

だきました。 

 この事業は、介護保険制度で運営されて

いると思いますけれども、令和元年度決算

で財源構成についてお聞きをしたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 令和元年度の財源

構成につきましては、家族介護用品給付事

業に係る事業費のうち、国及び大阪府から

の交付金、こちらが地域支援事業交付金の

任意事業分ということになりまして、国と

大阪府合わせまして５７．７５％、第１号

保険料が２３％、一般会計からの繰り入れ

分が１９．２５％となっております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 地域支援事業交付金に

関することですけども、この交付金が将来

的に続けるかどうかというところで、平成

２７年の国の通知から対象外になるとい

うようなお話があったように聞いたんで

すけれども、その点についてお聞きをした

いと思います。 

○渡辺慎吾委員長 真鍋課長。 

○真鍋高齢介護課長 委員のご指摘のと

おり、地域支援事業交付金におけるおむつ

券などは、介護用品の支給に関しては平成

２７年の国の通知におきまして、原則とし

て地域支援事業交付金の任意事業分の対

象外とされておりまして、現時点では多く

の市町村が実施しているという状況でご

ざいますので、例外的な激変緩和措置が国

において取られている状況でございます。 

 また、平成２９年には、この事業が激変

緩和措置であることを踏まえ、今後の事業

の在り方につきましては計画的・段階的に

市町村事業へ移行するなど、事業の継続要

否を検討するようにと国からございます。 

 そういったことから、今後この事業の財

源構成につきましては、国や府の交付金か

ら市の負担に変わっていくのではないか

と考えておりまして、現在、情報収集に努

めて、本市への影響があれば分析を進めて

まいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○渡辺慎吾委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 ありがとうございます。 

 これからは家族介護用品給付事業の財

源構成が国、府からの交付金が市費負担へ

とシフトされていくという話だったと思

います。 

 平成３０年度の決算と比較をいたしま

して、この令和元年度は約９０万円ほどふ

えておりますその点と、そして、高齢者人
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口がふえていくという点、その両方から見

て交付金の対象が完全に外れるとなれば

市費への負担が大幅に膨れるということ

が想像できるかなと思うんですね。 

 平成３０年度の決算審査に係る委員会

の折にも申し上げたことがあるんですけ

れども、おむつの給付制度というのは介護

度が高い方にとって、また、寝たきりの方

には大変需要もあり、使用枚数や取り替え

頻度がふえればふえるほど家族の負担も

含めて、ほんとにこの制度というのはあり

がたいものだと思います。 

 摂津市は、介護度の低い要支援の方にも

給付をしていただいておりますけれども、

排せつ機能を鍛えるということ、できるだ

け自分自身で自然にトイレに行ける状態

を保つということも一方では大事だと思

っております。 

 排せつは命を維持するためには、なくて

はならない生理的な現象の一つでありま

す。排せつ行為を自分で行うことは自立の

条件であり、さらに生きる意欲や生活行動

にも影響を及ぼしていくと考えておりま

す。ふだん当たり前のように排せつという

行為を行っていますが、それには幾つもの

段階があり、その中で一つでもできないこ

とがあると正常な排せつができなくなる

と言われます。 

 何が排せつ行動を妨げているのかアセ

スメントをし、過剰な支援にならないよう

にサポートするといったことも介護者の

従事されている方は、そういったことを考

えて、その介護を受ける方の本人の自尊心

を保ち、その人らしい生活を支えることに

努力をされていると聞いております。 

 私は、なるべく紙おむつを使わない生活

を維持できるように導いていただきたい

と考えます。介護度に合わせた給付事業に

ついては、今後もそういった負担を考えな

がら他市の状況を研究して、よりよい事業

としていただくことを要望し、質問を終わ

らせていただきます。 

○渡辺慎吾委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩いたします。 

（午後２時２２分 休憩） 

（午後２時２５分 再開） 

○渡辺慎吾委員長 再開いたします。 

 第１号所管分について、認定することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○渡辺慎吾委員長 賛成多数。よって本件

は認定すべきものと決定しました。 

 認定第４号について、認定することに賛

成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○渡辺慎吾委員長 賛成多数。よって本件

は認定すべきものと決定しました。 

 認定第６号について、認定することに賛

成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○渡辺慎吾委員長 全員賛成。よって本件

は認定すべきものと決定しました。 

 認定第７号について、認定することに賛

成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○渡辺慎吾委員長 賛成多数。よって本件

は認定すべきものと決定しました。 

 認定第８号について、認定することに賛

成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○渡辺慎吾委員長 賛成多数。よって本件

は認定すべきものと決定しました。 

 これで本委員会を閉会します。 

（午後２時２６分 閉会） 
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